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就
労
移
行
支
援
促
進
へ
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療
、雇
用
企
業
ネ
ッ
ト
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ー
ク
の
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用
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援
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福
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ォ
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禍
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え
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新
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働
き
方
を
問
う
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第
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回



細川陽平
（特定非営利活動法人地域支援センターポレポレ）

絞りの技、 極まれり！

素材：布、輪ゴム

細川陽平（ほそかわようへい）
　29歳、石川県金沢市在住。自閉症がある。
　生活介護事業所「ぽれぽれ工房山の家」を週２回利用。事業所では午前に内職作業、
午後に草木染めの模様つけ（通称：絞り）作業をしている。
　絵画作品で受賞歴が多数あり、陽平さんのアトリエ兼ギャラリーもある。

　陽平さんはとにかく几帳面で、ゴミの分別から衣類のボタンやチャックまで“キッチリ”
していないと気がすまない。ボタンなどのほつれを見ると、ご自身で針と糸を持って直す
こともあります。
　絞り染めの「絞り作業」でもその“キッチリ”は発揮され、隙間が見あたらないくらい
に輪ゴムを巻きつけます。これだけ詰めて絞る技術はまさに職人技！
　絞り染めは、絞る位置や巻きつけるひもの強弱などにより多種多様な模様ができあがる
のが特徴です。これだけ“キッチリ”詰めて絞ると、ほとんど染まるところがなくなって
しまいますが、この“キッチリ”が陽平さんらしさなのです。

（文：特定非営利活動法人地域支援センターポレポレ　菊 義典）



◎本誌掲載記事はホームページでもご覧いただけます。（https://www.jeed.go.jp/）

若年認知症と労働
特定非営利活動法人若年認知症サポートセンター 理事長　宮永和夫さん

各部署に点在、細やかな支援で定着
日本テクノ株式会社（東京都）
文：豊浦美紀／写真：官野 貴

国立職業リハビリテーションセンター　国立吉備高原職業リハビリテーションセンター　
訓練生募集のお知らせ／令和３年度「地方アビリンピック」開催地一覧／
障害者雇用を進める事業主のみなさまへ　就労支援機器をご活用ください！

障害福祉サービスの現場から 第4回
社会保険労務士・行政書士　高橋 悠

日本一をサポート
ポラスシェアード株式会社（埼玉県）渡辺啓仁さん
写真／文：官野 貴
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若
年
認
知
症
は
、
18
歳
か
ら
64
歳
の
年
齢
で
発
症
し
た

認
知
症
を
い
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
「
働
き
盛
り
」
と
い
え

る
年
齢
で
生
じ
る
も
の
で
、
私
は
一
時
期
「
働
き
盛
り
の
認

知
症
」
と
名
づ
け
て
拙
著
や
講
演
で
使
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
普
及
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

私
は
精
神
科
医
に
な
っ
て
45
年
ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
医

師
に
な
り
た
て
の
時
代
、
受
診
さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
多
く

は
、
中
等
度
以
上
の
認
知
機
能
低
下
と
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
※
１
）

の
た
め
に
、
家
族
が
介
護
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
、家
庭
は
崩
壊
し
、
最
後
の
手
段
と

し
て
、
精
神
科
病
院
に
連
れ
て
く
る
状
況
で
し
た
。
患
者

さ
ん
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
が
い
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常

生
活
動
作
）
障
が
い
が
強
く
、
決
し
て
本
人
自
ら
が
受
診

す
る
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
語
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
診
察
・
治
療
は
、
患
者
さ
ん
に
診
断
を
つ
け
て
「
入

院
」
と
し
、
病
院
で
最
期
を
看
取
る
と
い
う
流
れ
で
し

た
。
そ
の
後
、
認
知
症
の
治
療
薬
に
近
い
薬
剤
が
開
発
さ

れ
、
ま
た
頭
部
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画
像
検
査
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
軽
度
認
知
症
の
人
も
受
診
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
も
、
家
族
の

困
り
ご
と
は
聞
く
も
の
の
、
悩
ん
で
い
る
本
人
の
声
は
聞

い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、本
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
大
き
な
転
機
は
、
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年
に
始
ま
っ
た

若
年
認
知
症
に
対
す
る
全
国
疫
学
調
査
（
※
２
）
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
日
本
人
が
認
知
症
の
本
人
に
耳
を
貸

し
始
め
た
の
は
２
０
０
４
年
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た

「
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
第
20
回
国
際
会
議
」

で
、
認
知
症
の
あ
る
日
本
の
越
智
さ
ん
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ブ
ラ
イ
デ
ン
さ
ん
が
、
自
ら
の
病
気
を
自
分
の
言
葉

で
語
っ
た
と
き
か
ら
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
０
１
年
に
疫
学
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た

家
族
の
方
々
と
、
若
年
認
知
症
の
家
族
会
「
朱
雀
の
会
」

（
奈
良
県
）
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
会

は
、
「
ボ
ケ
老
人
を
抱
え
る
会
」
（
現
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
）
の
奈
良
県
支
部
の
一
部
会
と
し
て
、
す
で
に
ご
家
族

や
若
年
の
当
事
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
京
で
家
族
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
た
と

き
は
、
土
台
が
な
に
も
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
私
と
作

業
療
法
士
の
比ひ

留る

間ま

ち
づ
子
先
生
が
東
奔
西
走
し
て
有
志

を
募
り
、
コ
ク
ヨ
ホ
ー
ル
で
の
設
立
大
会
ま
で
漕
ぎ
つ
け

る
の
に
半
年
を
要
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
「
彩ほ

し星
の
会
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
家
族
会
の
第
一
回
は
、
医
学
博
士
で
認

知
症
専
門
医
の
髙
橋
正
彦
先
生
が
勤
務
さ
れ
て
い
た
「
東

京
都
老
人
医
療
セ
ン
タ
ー
」
（
現
東
京
都
立
健
康
長
寿
医

療
セ
ン
タ
ー
）
の
一
室
を
借
り
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
日
に
反
省
会
と
し
て
始
ま
り
、
い
つ
の

間
に
か
恒
例
と
な
っ
た
の
が
「
彩
星
の
会
」
の
二
次
会
で

あ
る
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
し
た
。
こ
の
二
次
会
を

通
じ
て
、
私
は
ご
家
族
の
方
や
本
人
と
一
緒
に
、
同
じ
仲
間

と
し
て
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
で
き
ま
し
た
し
、
本
当
の
意

味
で
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
、
患
者
さ
ん
と
は
、
正
面
で
相
対
す
る
形
を

と
っ
て
い
ま
し
た
が
、
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
続
け
る

若
年
認
知
症
の
認
知
普
及
と
家
族
会
の
設
立

若
年
認
知
症
と
労
働特

定
非
営
利
活
動
法
人
若
年
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長

宮
永
和
夫

※1 ＢＰＳＤ： 認知症の行動・心理症状（Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia）。暴力 • 暴言 • 徘徊 • 拒絶 • 
不潔行為などの行動症状、抑うつ • 不安 • 幻覚 • 妄想 • 睡眠障害などの心理症状のこと

※2 厚生省科学研究費補助金精神保健医療研究事業「若年痴呆の実態に関する研究」（一ノ瀬他） 2
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と
と
も
に
、
企
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
た
就
労

継
続
の
支
援
を
行
う
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
な
る
展
開
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
と
地
域
共
生
社
会
を
統
一
し
て
、

介
護
予
防
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
元
気
な
高
齢
者
や

障
が
い
者
に
も
「
労
働
を
社
会
参
加
の
一
方
法
」
と
し
て
す

す
め
る
流
れ
が
出
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
就
労
は
い
わ
ゆ
る

労
働
年
齢
に
あ
る
人
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
も
社
会
活
動
、
社
会
参
加
の
手
段
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

な
お
、
表
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
と

F
undación O

N
C
E

（
ス
ペ
イ
ン
視
覚
障
害
者
全
国
組

織
）
の
共
同
刊
行
物
『M

aking the future of w
ork 

inclusive of people w
ith disabilities

（
障
害
者
を
包

摂
し
た
仕
事
の
未
来
へ
）
』
の
概
要
で
す
。
若
年
認
知
症

が
認
知
症
と
い
う
単
な
る
疾
患
で
な
く
、
障
が
い
者
と
し

て
も
位
置
づ
け
ら
れ
た
結
果
、
Ｐ
Ｗ
Ｄ
（people w

ith 

disabilities

：
障
が
い
の
あ
る
人
々
）
の
一
員
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
項
目
の
達
成
が
今
後
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
し
ょ

う
し
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
も
ぜ
ひ
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

宮永和夫
（みやなが かずお）

　1975（昭和50）年、群馬大学医学部
卒業。2000（平成12）年、群馬県ここ
ろの健康センター所長。2007年、ゆきぐ
に大和病院院長。2015年、南魚沼市・病
院事業管理者を経て、現在に至る。専門
は、老年精神医学、若年 (性 )認知症、高
次脳機能障害、大人の発達障害。日本老
年精神医学会評議員。特定非営利活動法
人若年認知症サポートセンター理事長。
　おもな著書に、「若年認知症の臨床」（新
興医学出版社、2007年）、「高次脳機能
障害のある方と働くための教科書」（日本
法令〈共著〉、2020年 )などがある。

う
ち
に
、
同
じ
方
向
を
向
い
て
話
し
た
り
歩
む
こ
と
が
心

地
よ
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

就
労
の
話
も
す
ぐ
に
「
飲
み
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
た
り
、
休
職
中
の
本
人
た

ち
が
、
も
う
一
度
仕
事
に
復
帰
し
た
い
と
い
い
出
し
た
の
で

す
。
動
機
は
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。
単
に
、
経
済
的
に
苦
し
い

と
い
う
人
も
い
ま
し
た
し
、
ま
だ
働
い
て
い
る
同
期
と
一
緒

に
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
働
か
ず
家
に

い
て
も
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い

う
人
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
と
い
う
こ
と
で
始
め
た
の

が
、
「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
と
い
う
就
労
型
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

で
し
た
。

　

「
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
公
園
の
掃

除
を
始
め
た
だ
け
で
な
く
、
本
人
た
ち
が
自
分
の
作
品
を

売
っ
て
、
金
銭
を
得
る
事
業
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら

を
通
し
て
、
家
族
会
に
お
け
る
「
患
者
さ
ん
」
の
イ
メ
ー

ジ
と
は
異
な
る
個
々
の
性
格
と
疾
患
の
特
徴
を
、
私
た
ち

は
よ
り
深
く
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
は
ま
だ
、
医
療
や
介
護
の
関
係
者
に
「
認
知
症
の
人
と

労
働
」
は
結
び
つ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
２
０

０
８
年
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
『「
認
知
症
の
医
療

と
生
活
の
質
を
高
め
る
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
〜
報
告
書

〜
（
平
成
20
年
７
月
）
』に
お
い
て
、
若
年
性
認
知
症
対
策

の
項
目
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
若
年
性
認
知
症

に
関
す
る
相
談
か
ら
診
断
・
医
療
の
充
実
の
ほ
か
、
雇
用

継
続
や
就
労
の
支
援
な
ど
を
行
い
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と

書
か
れ
、
認
知
症
の
人
に
も
就
労
支
援
の
内
容
が
入
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
後
、
若
年
性
認
知
症
に
は
就
労
と
い
う
言
葉
が
つ
い

て
回
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
認
知
症
施
策
推
進
関
係

閣
僚
会
議
に
よ
る
『
認
知
症
施
策
推
進
大
綱
（
令
和
元
年

６
月
18
日
）
』
の
「
第
２　

具
体
的
な
施
策
・
４
認
知

症
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進
・
若
年
性
認
知
症
の
人
へ
の
支

援
・
社
会
参
加
支
援
」
の
な
か
に
、
「
若
年
性
認
知
症
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
充
実
等
に
よ
り
、
若
年
性
認
知

症
の
人
へ
の
支
援
や
相
談
に
的
確
に
応
じ
る
よ
う
に
す
る

若
年
認
知
症
の
人
の
支
援
と
就
労

新たな就労形態や雇用関係に障害者包摂の
視点を組み込むべきこと

表　『障害者を包摂した仕事の未来へ』の概要

包摂的な技能開発と生涯学習

新たな基盤構造、製品、サービスは、誰でも
アクセス・理解・利用が可能なユニバーサル・
デザインの原則に従ったものとすべきこと

支援技術は入手可能で手頃なものと
すべきこと

経済の成長分野及び開発分野へ障害者を含む
さらなる措置が必要なこと

1

2

3

4

5

★本誌では通常「障害」と表記しますが、宮永和夫さんの希望により「障がい」としています

出典：ＩＬＯ駐日事務所プレスリリース（2019年11月21日）
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（文）豊浦美紀　（写真）官野 貴

日本テクノ株式会社
〒163-0653　東京都新宿区西新宿1-25-１　新宿センタービル53階
TEL 03-5909-5120  FAX 03-5909-5565

取材先データ

Keyword：身体障害、知的障害、精神障害、高次脳機能障害、障害者職業生活相談員、
 ジョブコーチ、公認心理師

各部署に点在、
細やかな支援で定着
― 日本テクノ株式会社（東京都）―

高層ビル内にある職場は、障害のあるスタッフが各部署に点在しているのが特徴。
当初から、個々の孤立感防止やスキルアップへの工夫を重ね、定着を進めてきた。

職
ル
場
ポ
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１
９
９
５
（
平
成
７
）
年
設
立
の
東
京
都
新

宿
区
に
あ
る
「
日
本
テ
ク
ノ
株
式
会
社
」（
以
下
、

「
日
本
テ
ク
ノ
」）
は
、
電
力
小
売
や
電
気
設
備

保
安
管
理
、
電
力
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

幅
広
く
手
が
け
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
は
、
沖
縄
県
に
あ
る
「
日
本
テ

ク
ノ
株
式
会
社
テ
ク
ノ
・
サ
テ
ラ
イ
ト
・
オ

フ
ィ
ス
」（
以
下
、「
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
」）
を
中

心
に
２
０
０
８
年
か
ら
進
め
て
き
た
が
、
２
０

１
７
年
か
ら
は
東
京
本
社
で
も
取
り
組
み
始
め

た
。
い
ま
で
は
、
全
従
業
員
１
０
４
５
人
の
う

ち
、障
害
の
あ
る
従
業
員（
以
下
、「
ス
タ
ッ
フ
」）

が
31
人
（
身
体
障
害
11
人
、
知
的
障
害
２
人
、

精
神
障
害
18
人
）
で
、
障
害
者
雇
用
率
は
３
・

47
％
（
２
０
２
０
︿
令
和
２
﹀
年
６
月
1
日
現

在
）
に
の
ぼ
る
。

沖
縄
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
16
人
が
同

じ
部
署
で
働
い
て
い
る
が
、
東
京
本
社
で
採
用

さ
れ
た
９
人
は
、
各
部
署
に
点
在
し
て
い
る
の

が
特
徴
だ
。
管
理
部
に
５
人
が
配
属
さ
れ
て
い

る
ほ
か
は
、
技
術
本
部
・
保
安
本
部
・
経
営
企

画
室
・
広
報
室
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
が
配
属
さ
れ

て
い
る
。

担
当
す
る
業
務
は
、
お
も
に
伝
票
確
認
や

デ
ー
タ
入
力
、
封
入
作
業
、
郵
便
物
や
書
類
の

仕
分
け
な
ど
事
務
補
助
全
般
の
ほ
か
、
部
署
に

よ
っ
て
は
専
門
的
な
業
務
も
あ
る
と
い
う
。

東
京
本
社
で
障
害
者
雇
用
を
始
め
た
理
由
に

つ
い
て
、
管
理
部
人
事
課
長
の
山や
ま

﨑ざ
き

亮あ
き
ら

さ
ん
は

「
そ
れ
ま
で
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
に
任
せ
き
り
な
状

況
で
し
た
が
、
会
社
全
体
の
従
業
員
増
加
に
と

も
な
っ
て
、
さ
ら
な
る
障
害
者
雇
用
を
進
め
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。
初
め
て

の
ス
タ
ッ
フ
採
用
は
２
０
１
７
年
、
本
社
内
の

呼
び
か
け
に
手
を
あ
げ
た
技
術
本
部
に
、
精
神

障
害
の
あ
る
人
が
配
属
さ
れ
た
。
た
だ
当
時
は

サ
ポ
ー
ト
役
の
社
員
を
決
め
て
い
た
わ
け
で
も

な
く
、
小
さ
な
問
題
が
い
く
つ
も
出
て
き
た
と

い
う
。

現
場
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
た
の
が
、
ち
ょ

う
ど
同
じ
年
に
、
お
も
に
新
卒
社
員
向
け
と
し

て
発
足
し
た
「
人
事
課
人
事
支
援
係
」
だ
っ
た
。

当
時
係
長
だ
っ
た
山
﨑
さ
ん
は
、
全
従
業
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
担
当
す
る
公
認
心
理
師
（
当

時
は
臨
床
心
理
士
）
で
、
経
営
企
画
室
に
所
属

す
る
谷た
に

口ぐ
ち

桃も
も

子こ

さ
ん
と
、
公
認
心
理
師
（
当
時

は
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
で
、
同
じ
く
経
営
企

画
室
所
属
の
茂し
げ

田た

晃あ
き

信の
ぶ

さ
ん
に
相
談
。
そ
の
ま

ま
３
人
が
中
心
と
な
り
、
障
害
者
雇
用
全
般
に

か
か
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

山
﨑
さ
ん
は
、
ま
ず
障
害
者
職
業
生
活
相
談

員
と
企
業
在
籍
型
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ
）
の
資
格
を
取
得
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
案
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
や
学
校
見
学
、
各

種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
参
加
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

実
例
を
見
て
、「
事
務
補
助
で
あ
れ
ば
仕
事
の
切

り
出
し
が
し
や
す
い
」
と
思
っ
た
も
の
の
、
各

部
署
に
声
を
か
け
る
と
「
う
ち
は
顧
客
情
報
を

扱
う
か
ら
無
理
で
は
な
い
か
」、「
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
関
係
だ
か
ら
む
ず
か
し
い
か
も
」
と
い
っ

た
消
極
的
な
反
応
が
相
次
い
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
も
２
０
１
８
年
に
採
用
し
た
精
神
障

害
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
２
人
は
、
山
﨑
さ
ん
の
い

事
務
系
の
部
署
に
点
在

１
人
か
ら
採
用

各部署に点在、
細やかな支援で定着
― 日本テクノ株式会社（東京都）―

本社内の各部署に、障害のある従業員１～５人を配置

週１回の面談や情報交換会で孤立感防止やスキルアップ

公認心理師による専門的なサポートも

1
2
3

POINT

管理部人事課長の山﨑亮さん

公認心理師の茂田晃信さん 公認心理師の谷口桃子さん

ショールームには、受電設備の模型や
省エネ用機器が展示されている
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る
管
理
部
の
ほ
か
に
保
安
本
部
に
も
配
属
で
き

た
。「
も
と
も
と
障
害
者
雇
用
に
理
解
の
あ
る

社
員
が
い
た
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
」

と
、
山
﨑
さ
ん
は
明
か
す
。

　
受
入
れ
が
決
ま
っ
た
部
署
で
は
、
必
ず
事
前

に
勉
強
会
を
実
施
し
て
い
る
。
法
定
雇
用
率
な

ど
の
基
本
的
な
知
識
を
学
ん
だ
あ
と
に
、
配
属

さ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
必
要
な
配
慮
を
、
本
人
の

同
意
を
得
た
う
え
で
説
明
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
の
担
当
業
務
は
封
入
封
か
ん
と

い
っ
た
軽
作
業
か
ら
始
め
た
が
、
日
に
よ
っ
て

は
行
う
業
務
が
な
く
、
急
き
ょ
別
の
部
署
の
作

業
を
手
伝
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
実
績
や

働
き
ぶ
り
を
見
て
も
ら
っ
て
、
新
し
い
仕
事
を

担
当
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
と
い
う
。

採
用
活
動
も
進
め
て
い
き
、「
採
用
基
準
が

決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は
職
歴
な

ど
を
問
わ
ず
に
会
っ
て
み
る
こ
と
を
優
先
さ
せ

ま
し
た
」
と
山
﨑
さ
ん
は
い
う
。
面
接
時
に
は
、

そ
の
場
で
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
を
記
入
し
て
も

ら
っ
た
後
、
１
時
間
～
１
時
間
半
ほ
ど
か
け
て

１
人
ず
つ
話
を
じ
っ
く
り
聴
く
。
特
に
障
害
に

つ
い
て
は
経
緯
や
現
状
、
支
援
機
関
な
ど
の
通

所
経
験
や
支
援
状
況
を
重
要
視
し
た
。
雇
用
形

態
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
社
員
だ
が
、
昨
年
初
め
て

契
約
社
員
と
し
て
特
別
支
援
学
校
か
ら
１
人
採

用
し
て
い
る
。

ス
タ
ッ
フ
が
１
人
で
配
属
さ
れ
る
部
署
に

は
、
業
務
指
示
役
の
社
員
が
１
人
つ
き
、
山
﨑

さ
ん
は
フ
ォ
ロ
ー
役
に
回
っ
た
。
日
常
的
に
様
子

を
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
週
１
回

１
時
間
の
面
談
も
行
う
こ
と
に
し
た
。

「
障
害
者
雇
用
の
理
解
も
経
験
も
浅
い
職
場
で

す
か
ら
、
な
に
か
問
題
が
表
面
化
し
て
か
ら
対

応
す
る
の
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
少
し
で
も
早
く

異
変
に
気
づ
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
定
期
的
に

じ
っ
く
り
話
を
聴
く
こ
と
で
、
本
人
が
不
安
や

悩
み
を
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
ま
し
た
」

複
数
の
部
署
に
点
在
す
る
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
、

通
勤・
勤
務
時
間
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
。
基
本
的
な
体

調
管
理
は
日
報
で
見
守
っ
て
き
た
が
、
ス
タ
ッ
フ

同
士
の
情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

十
分
で
は
な
い
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
朝
礼
の
代
わ
り
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ

た
「
昼
礼
」
を
毎
日
13
時
か
ら
行
っ
て
き
た
そ

う
だ
。
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
、
そ
の
日
の
体
調

や
仕
事
内
容
な
ど
に
つ
い
て
伝
え
あ
っ
て
い
る
。

　
公
認
心
理
師
の
２
人
は
、
定
期
的
に
各
部
署

を
回
っ
て
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
を
確
認
し
な
が
ら

声
か
け
も
し
て
い
る
。「
人
に
よ
っ
て
は
声
か

け
を
増
や
し
た
り
、
逆
に
減
ら
し
た
り
と
い
っ

た
工
夫
を
し
て
い
ま
す
」と
茂
田
さ
ん
は
い
う
。

ス
タ
ッ
フ
と
の
面
談
も
、
山
﨑
さ
ん
を
加
え

た
３
人
で
交
代
し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
気
に

な
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
や
、
対
応
に
困
っ
た

と
き
な
ど
は
、
月
に
１
回
受
け
て
い
る
「
ス
ー

パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
※
）」
の
場
で
助
言
を
も
ら
っ

て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、
む
ず
か
し
い
課
題

の
解
決
の
手
が
か
り
が
見
つ
か
る
こ
と
も
多

く
、
も
ら
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
に
沿
っ
て
当
事
者

の
主
治
医
と
連
携
し
、
職
場
で
の
配
慮
が
改
善

で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

ま
た
月
１
回
、
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
る
「
情
報

交
換
会
」
で
は
、
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、

う
ま
く
い
っ
た
こ
と
、
失
敗
し
た
こ
と
な
ど
を

共
有
す
る
ほ
か
、
心
理
学
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
っ
て
い
る
。

「
雑
誌
な
ど
の
写
真
や
絵
を
切
り
貼
り
す
る

コ
ラ
ー
ジ
ュ
療
法
で
自
己
理
解
を
深
め
た
り
、

仕
事
中
の
上
司
に
声
か
け
す
る
方
法
な
ど
を

学
ん
だ
り
す
る
ほ
か
、
チ
ー
ム
で
の
ペ
ー
パ
ー

タ
ワ
ー
づ
く
り
や
パ
ソ
コ
ン
ミ
ニ
教
室
な
ど
、

個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
な
幅

広
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
」
と
、

茂
田
さ
ん
は
話
す
。

　
次
に
、
東
京
本
社
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。

ま
ず
は
２
０
２
０
年
２
月
に
入
社
し
、
技
術

本
部
に
配
属
さ
れ
て
い
る
中な
か

村む
ら

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
。
も

と
も
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
建
築
図

専
門
職
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

脳
出
血
か
ら
高
次
脳
機
能
障
害
に

週
１
回
１
時
間
の
面
談

広報室長の中山大志郎さん

※ スーパービジョン：カウンセラーや心理療法家が、より知識や技能の熟達した上級者から、事例に関して助言や指導を受けること

情報共有のために月 1 回開催される「情報交換会」
（写真提供：日本テクノ株式会社）
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面
を
描
く
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
２
０
１
８
年

1
月
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
９
カ
月
の
入
院
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
退
院
時
に
は
通
常
の
会
話
も

生
活
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
高
次

脳
機
能
障
害
が
残
っ
た
。
１
年
ほ
ど
リ
ハ
ビ
リ

通
院
を
し
な
が
ら
、
東
京
都
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
週
３
回
、
２
カ
月
間
通
っ
て
職
業

訓
練
を
受
け
た
と
い
う
。

主
治
医
の
許
可
を
得
て
再
就
職
す
る
こ
と

を
決
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
日
本
テ
ク
ノ
を
見

つ
け
た
。
面
接
で
は
、
職
場
で
の
配
慮
に
つ
い

て
「
記
憶
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
口
頭

で
指
示
す
る
と
き
は
メ
モ
を
と
る
時
間
が
ほ
し

い
。
指
示
は
紙
媒
体
な
ど
で
も
ら
え
る
と
助
か

る
」
と
伝
え
た
そ
う
だ
。
働
き
始
め
は
て
い
ね

い
な
指
示
書
を
も
ら
っ
て
い
た
が
、
い
ま
は
慣

れ
て
き
た
の
で
、
自
分
で
メ
モ
書
き
す
る
だ
け

で
済
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

中
村
さ
ん
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
に
つ
い
て

「
自
分
で
も
症
状
を
自
覚
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
む

ず
か
し
い
」
と
明
か
す
。「
周
囲
か
ら
『
ど
こ
が

悪
い
の
？
』
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
が
、
い
き

な
り
ス
ポ
ッ
と
抜
け
た
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま

す
。
自
分
で
も
正
直
、
障
害
な
の
か
性
格
な
の

か
考
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
」

職
場
で
は
、
資
材
購
入
に
か
か
わ
る
取
引
先

と
の
書
面
整
理
や
契
約
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
他

部
署
か
ら
の
業
務
受
付
な
ど
を
任
さ
れ
て
い
る
。

「
細
々
と
で
も
働
き
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
す

中
村
さ
ん
は
、
近
く
Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
勉
強
も
始
め
る

つ
も
り
だ
そ
う
だ
。

　
広
報
室
で
働
く
舘た
て

山や
ま

晶あ
き

さ
ん
は
、
２
０
２
０

年
12
月
に
入
社
し
た
。
８
年
ほ
ど
前
に
双
極
性

障
害
と
診
断
さ
れ
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所
に

通
い
な
が
ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
時
短
勤
務
が
で

き
る
会
社
を
探
し
、
日
本
テ
ク
ノ
を
見
つ
け
た
。

面
接
で
は
、
以
前
グ
ル
メ
サ
イ
ト
で
簡
単
な
文

章
を
書
く
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
を
話
し
、「
広

報
の
仕
事
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
配

属
先
が
決
ま
っ
た
と
い
う
。

現
在
は
各
部
署
の
制
作
物
や
社
内
報
の
校

正
、
自
社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
自
社
発
行
の
「
環

境
市
場
新
聞
」
に
掲
載
す
る
コ
ラ
ム
な
ど
を
担

当
し
て
い
る
。
舘
山
さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
や
さ

し
く
て
、
い
つ
も
気
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
適
度
に
干
渉
し
な
い
で
い
て
く
れ

る
の
が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
」
と
語
る
。

た
だ
し
、
働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
体
調
管
理

が
む
ず
か
し
か
っ
た
そ
う
だ
。「
元
気
な
人
に

と
っ
て
は
普
通
な
こ
と
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

す
。
特
に
最
初
は
た
い
へ
ん
な
緊
張
感
と
不
安

感
を
抱
え
て
、
そ
こ
か
ら
体
調
を
崩
し
そ
う
に

な
り
ま
し
た
」
と
ふ
り
返
る
。
勤
務
日
数
は
週

４
日
か
ら
週
５
日
に
変
え
た
が
、
い
ま
は
再
び

週
４
日
に
し
て
い
る
。

舘
山
さ
ん
は
入
社
直
後
、
広
報
室
長
の
中な
か

山や
ま

大だ
い

志し

郎ろ
う

さ
ん
か
ら
「
あ
な
た
の
こ
と
は
普
通
の

新
人
社
員
と
思
っ
て
い
ま
す
よ
。
た
だ
し
体
調

な
ど
辛
い
と
き
は
遠
慮
せ
ず
辛
い
と
伝
え
る
よ

う
に
」と
い
わ
れ
た
こ
と
も
心
強
か
っ
た
と
い
う
。

当
時
の
こ
と
を
中
山
さ
ん
は
こ
う
ふ
り
返
る
。

「
本
人
が
勤
務
日
数
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
た
と

き
も
『
突
然
休
む
よ
り
、
最
初
か
ら
し
っ
か
り

休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
よ
』
と
助
言
し
ま
し
た
。

私
た
ち
か
ら
す
れ
ば
『
こ
の
時
間
に
、
い
つ
も

い
て
く
れ
る
』
こ
と
が
大
事
な
の
だ
か
ら
、
体

調
管
理
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
だ
と
。
職
場
の
ほ

か
の
部
下
に
は
、『
配
慮
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
だ
け

は
、
み
ん
な
で
勉
強
し
な
が
ら
気
に
か
け
て
、

あ
と
は
普
通
通
り
で
い
こ
う
』
と
話
し
て
い
ま

し
た
」

短
日
数
勤
務
で
体
調
を
整
え

広報室長の中山大志郎さん

コラムは「環境市場新聞」に掲載される

書類の電子化作業を行う中村純子さん広報室でコラムを執筆する舘山晶さん
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そ
し
て
、
舘
山
さ
ん
は
「
休
日
に
は
、
な
る

べ
く
体
を
動
か
し
た
り
、
ゆ
っ
く
り
お
風
呂
に

入
っ
た
り
し
て
体
調
安
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

た
だ
、
い
ま
は
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
が
ま
ま
な
ら

ず
、
む
し
ろ
会
社
に
通
う
こ
と
で
安
定
し
て
い

る
よ
う
な
感
じ
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
岩い
わ

瀬せ

未み

宙ひ
ろ

さ
ん
は
２
０
２
０
年
４
月
、
初
め

て
契
約
社
員
と
し
て
新
卒
採
用
さ
れ
た
。
山
﨑

さ
ん
た
ち
が
特
別
支
援
学
校
を
訪
問
し
、
職
場

実
習
生
と
し
て
受
け
入
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

配
属
先
の
管
理
部
で
は
、
請
求
書
の
封
入
作
業

や
郵
便
物
の
仕
分
け
、
会
議
室
な
ど
の
清
掃
を

担
当
し
て
い
る
。「
働
き
始
め
た
こ
ろ
は
、
作
業

に
関
す
る
手
順
を
い
く
つ
も
覚
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
慣
れ
る
ま
で
苦
労
し
ま
し
た
」
と
ふ
り

返
る
。

部
署
内
の
ス
タ
ッ
フ
５
人
で
、
週
１
回
の
「
業

務
ふ
り
返
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
も
行
っ
て
い
る
。

全
員
で
共
有
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
改
善
点
な

ど
意
見
を
出
し
合
う
場
だ
。「
同
じ
作
業
で
も
互

い
に
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

の
で
、
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
と
て
も
役
立
っ
て

い
ま
す
」
と
岩
瀬
さ
ん
。

週
１
回
の
面
談
で
も
、
い
ろ
い
ろ
と
相
談
し

て
い
る
そ
う
だ
。「
職
場
で
の
言
葉
づ
か
い
と
か
、

ほ
か
の
社
員
さ
ん
と
の
か
か
わ
り
方
や
距
離
感

の
つ
く
り
方
な
ど
、
迷
う
こ
と
が
多
い
の
で
」
と

新
社
会
人
ら
し
い
悩
み
を
打
ち
明
け
て
く
れ
た
。

　
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
契

約
書
な
ど
の
保
管
拠
点
だ
。
ス
タ
ッ
フ
16
人（
身

体
障
害
４
人
、
知
的
障
害
１
人
、
精
神
障
害
11

人
）
と
サ
ポ
ー
ト
社
員
３
人
で
、
書
類
の
電
子

化
や
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
現

場
の
み
な
さ
ん
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
を
聞
い
た
。

入
社
９
年
目
の
比ひ

嘉が

紀の
り

子こ

さ
ん
は
、
も
と
も

と
経
理
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
27
歳
の
こ
ろ

に
統
合
失
調
症
と
診
断
さ
れ
た
。

「
そ
れ
か
ら
は
職
を
転
々
と
し
て
い
た
の
で
す

が
、
こ
こ
は
、
い
ろ
ん
な
方
が
い
て
話
も
し
や

す
く
、
居
心
地
が
い
い
で
す
ね
」

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
、
座
っ
て
で
き

る
作
業
を
行
う
な
ど
、
柔
軟
に
働
か
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。「
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
に

な
り
た
い
の
で
、
日
々
の
業
務
を
一
つ
ひ
と
つ
て

い
ね
い
に
確
実
に
こ
な
し
て
、
自
信
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

末す
え

吉よ
し

あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
入
社
３
年
目
。
統
合

失
調
症
と
診
断
さ
れ
て
か
ら
就
労
継
続
支
援
Ａ

型
事
業
所
に
通
い
、
業
務
時
間
を
１
日
４
時
間

か
ら
少
し
ず
つ
延
ば
し
て
き
た
。

「
こ
こ
で
働
く
と
き
は
６
時
間
か
ら
始
め
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
１
年
経
っ
て
７
時
間
に

な
り
ま
し
た
。
仕
事
量
の
ノ
ル
マ
や
、
締
め
切

り
の
時
間
も
な
く
、
毎
日
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働

特
別
支
援
学
校
か
ら
入
社

沖
縄
オ
フ
ィ
ス
と
も
連
携

初の契約社員として新卒採用された岩瀬未宙さん。
郵便物の封入や発送を担当している

仕事をていねいに確実にこなすことを
目標とする比嘉紀子さん※

電子化された伝票のエラー修正を
担当する池田直子さん※

（※写真提供：日本テクノ株式会社）

無理のないペースで働き、
勤務時間を延ばした末吉あゆみさん※

業務支援課長としてスタッフを支える
大湾亜希子さん※

8



働く広場  2021.6

く
こ
と
が
で
き
る
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
す
」

東
京
本
社
か
ら
定
期
的
に
訪
問
す
る
谷
口

さ
ん
や
茂
田
さ
ん
に
も
「
い
ろ
い
ろ
話
を
聞
い

て
も
ら
え
る
の
で
、
み
ん
な
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
、
画
面
越
し
の
２
人
に
手
を
ふ
っ
て

挨
拶
し
て
い
た
。

今
年
65
歳
の
定
年
を
迎
え
る
と
い
う
池い
け

田だ

直な
お

子こ

さ
ん
は
勤
続
13
年
目
。
下
肢
に
障
害
を
抱
え
、

就
労
支
援
事
業
所
で
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
学
ん

で
入
社
し
た
そ
う
だ
。
い
ま
は
本
社
か
ら
Ｐ
Ｄ

Ｆ
で
送
ら
れ
て
く
る
伝
票
の
読
み
取
り
エ
ラ
ー

を
修
正
す
る
業
務
を
担
当
し
て
い
る
。池
田
さ
ん

は
「
手
書
き
の
文
字
を
判
読
す
る
の
に
苦
労
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
一
日
１
５
０
０
件
ほ

ど
の
修
正
を
無
事
に
終
わ
ら
せ
る
と
、
大
き
な

達
成
感
が
得
ら
れ
ま
す
」
と
語
る
。
こ
の
職
場

の
よ
さ
に
つ
い
て
は
「
サ
ポ
ー
ト
社
員
の
み
な

さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
が
い
い
の
で
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら

も
相
談
し
や
す
い
雰
囲
気
で
す
ね
」
と
話
し
て

く
れ
た
。

業
務
支
援
課
長
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
を
支
援
す

る
大お
お

湾わ
ん

亜あ

希き

子こ

さ
ん
に
、
日
ご
ろ
か
ら
心
が
け

て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

「
日
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
午
前
と
午
後
に
よ
っ

て
も
体
調
が
違
う
の
で
、
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
合
わ
せ
て
業
務
を
調
整
し
て
い
ま
す
。
あ
と

は
、
だ
れ
か
に
注
意
や
指
摘
を
す
る
よ
う
な
と

き
は
、
あ
え
て
周
囲
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
話
し

て
い
ま
す
ね
」

と
い
う
の
も
、
席
を
は
ず
し
て
別
室
で
話
す

と
、
か
え
っ
て
周
囲
が
気
に
す
る
か
ら
だ
と
い

う
。「
ミ
ス
が
出
た
と
き
も
そ
の
場
で
指
摘
す
る

こ
と
で
、
周
囲
の
ス
タ
ッ
フ
と
情
報
共
有
で
き

る
し
、
別
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
」
と
い
う
。

判
断
が
む
ず
か
し
い
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
と

き
は
、
メ
ー
ル
な
ど
で
谷
口
さ
ん
や
茂
田
さ
ん

に
相
談
し
て
い
る
そ
う
だ
。
東
京
本
社
と
沖
縄

オ
フ
ィ
ス
の
サ
ポ
ー
ト
社
員
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
も
定
期
的
に
開
催
し
、
互
い
に
職
場
の
工

夫
や
改
善
点
を
共
有
す
る
な
ど
、
細
や
か
な
情

報
交
換
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
各
部
署
に
点
在
さ
せ
る
形
で
障
害

者
雇
用
を
進
め
て
き
た
日
本
テ
ク
ノ
だ
が
、
山

﨑
さ
ん
は
「
今
後
は
、
沖
縄
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う

な
拠
点
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

東
京
本
社
内
に
は
、
郵
便
物
な
ど
の
デ
リ
バ

リ
ー
や
事
務
用
品
の
補
充
な
ど
「
各
部
署
に
共

通
す
る
業
務
」
も
多
い
が
、
集
約
し
て
作
業
が

で
き
な
い
た
め
、
そ
れ
が
雇
用
の
限
界
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
一
方
で
ス
タ
ッ
フ
の
な

か
に
は
、
一
般
雇
用
の
社
員
に
混
じ
っ
て
働
き

た
い
と
い
う
人
も
い
れ
ば
、
同
じ
障
害
の
あ
る

人
た
ち
と
一
緒
の
ほ
う
が
働
き
や
す
い
と
い
う

人
も
い
る
だ
ろ
う
。

「
こ
れ
ま
で
通
り
、
各
部
署
に
配
属
す
る
形

と
と
も
に
、
事
務
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
拠
点
が

あ
れ
ば
、
部
署
を
横
断
し
て
業
務
を
ま
と
め
て

引
き
受
け
ら
れ
ま
す
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方

も
さ
ら
に
柔
軟
性
を
も
た
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

結
果
と
し
て
、
会
社
全
体
の
業
務
の
効
率
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

現
時
点
で
は
、
物
理
的
な
空
間
の
確
保
が
一
番

む
ず
か
し
い
課
題
だ
そ
う
だ
が
、
上
層
部
に
働

き
か
け
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
意
気
込
む
。

東
京
本
社
で
の
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
み
始

め
て
４
年
。
以
前
は
、
山
﨑
さ
ん
が
部
署
に
出

向
い
て
「
こ
ん
な
業
務
が
で
き
ま
す
よ
」
と
提

案
し
て
い
た
が
、
い
ま
は
逆
に
「
こ
う
い
う
仕

事
が
あ
る
か
ら
手
伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
最
初
は
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
る
の
も
私
た

ち
ぐ
ら
い
で
し
た
が
、
い
ま
は
い
ろ
ん
な
社
員

が
、
い
ろ
ん
な
場
で
気
さ
く
に
声
を
か
け
て
い

る
様
子
を
見
か
け
ま
す
」

山
﨑
さ
ん
た
ち
の
手
ご
た
え
は
、
会
社
全
体

の
取
組
み
に
も
波
及
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
あ
ち
こ
ち
の
部
署
が
障
害
者
雇
用
に
か
か
わ

り
始
め
た
こ
と
で
、
あ
き
ら
か
に
社
員
の
意
識

は
変
わ
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
業
種
の
性
格
上
、
環
境
保
護
分
野
に
偏
り
が

ち
だ
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
も
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
を
含
め
た
広
が
り
が
出
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
私
た
ち
と
し
て
は
今
後
も
、
だ
れ
も

が
働
き
や
す
い
職
場
と
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」

今
後
は
「
拠
点
づ
く
り
」
も

沖縄オフィスでは書類の電子化や
ファイリングなどが行われている

（写真提供：日本テクノ株式会社）
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い
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背

景
を
ふ
ま
え
、連
載
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、

本
誌
の
編
集
委
員
で
あ
る
東
京
通
信
大
学

教
授
の
松ま

つ

爲い

信の
ぶ

雄お

さ
ん
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
障
害
者
の
働
き
方
の
現
状
と
、そ
こ
か

ら
見
え
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
、次
の
よ
う

な
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

精
神
・
発
達
障
害
の
あ
る

人
に
比
較
的
多
い
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
事
務
系
の
仕
事
で
は

テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
え
ま
す
が
、

知
的
障
害
の
あ
る
人
の
多
く

が
従
事
し
て
い
る
作
業
系

の
仕
事
、例
え
ば
、清
掃
、印

刷
、
配
達
物
関
連
業
務
な
ど

は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
は
向
い

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
前
提
が
あ
る
な
か
で
、
ま

ず
は
、
障
害
に
よ
っ
て
従
事

で
き
る
仕
事
の
違
い
を
、し
っ

か
り
と
区
分
け
し
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

民
間
企
業
で
の
障
害
者
雇

用
に
つ
い
て
、
図
１
を
見
な

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

が
拡
大
し
て
１
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。

２
０
２
０︵
令
和
２
︶年
は
、
私
た
ち
の
働
き

方
が
大
き
く
変
わ
っ
た
年
で
し
た
。
も
っ

と
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
普
及
で
し
ょ
う
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ジ
タ

ル
ツ
ー
ル
の
導
入
や
勤
務
形
態
な
ど
の
変

化
に
よ
り
、
社
会
全
体
と
し
て
働
き
方
改
革

が
加
速
し
た
１
年
で
し
た
。

　

一
方
で
、テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
で
き
る
職

種
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
事
務
系
の
仕
事
に

か
ぎ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
特
に
、
障
害
者
雇
用
の
現
場
で
は
、
出

勤
が
必
須
と
な
る
作
業
系
の
仕
事
に
従
事

し
て
い
る
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
在
宅
勤
務
が
増
加

す
る
状
況
の
な
か
で
、業
務
量
を
減
ら
し
て

第 1回第 1回

コロナ禍を乗り越えて　コロナ禍を乗り越えて　
～新しい働き方を問う～～新しい働き方を問う～
　新型コロナウイルス感染症の流行拡大により、障害者雇用の現場でも新しい
勤務形態を模索する企業が増えている一方で、障害者雇用ならではの新たな課
題も見えてきました。今号から、コロナ禍における障害者雇用の課題や、それを
乗り越えるための工夫について連載でお伝えしていきます。

監修：本誌編集委員　松爲信雄（東京通信大学教授）

クローズクローズ
アップアップ

が
ら
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
縦
の
軸
が

﹁
業
務
難
易
度
﹂で
、
上
に
行
く
ほ
ど
業
務

の
難
易
度
が
高
く
、
下
に
行
く
ほ
ど
難
易

度
は
低
く
な
り
ま
す
。
横
の
軸
は
﹁
雇
用

吸
収
力
﹂
で
、
右
に
行
く
ほ
ど
多
く
の
人

を
雇
用
で
き
、
左
に
行
く
ほ
ど
雇
用
で
き

る
人
数
は
少
な
く
な
り
ま
す
。
最
近
の

障
害
者
雇
用
の
状
況
を
ふ
ま
え
る
と
、
業

務
の
難
易
度
別
に
、
次
の
３
群
か
ら
な
る

﹁
求
人
者
類
型
﹂
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
第

図 1　障害者雇用モデルと求人者群

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

障
害
者
雇
用
の
課
題
と
は

職
種
に
よ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
の

実
施
の
可
否

総合職

一般職

業務職

一般部署採用

集合部署採用

高

低 雇用吸収力 高

業
務
難
易
度

第
１
群

第
２
群

求
人
者
類
型

障害者雇用モデル

第
３
群

軽作業

第Ⅰ層 第Ⅱ層 第Ⅲ層

現業系

 監修者作成
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一
方
で
、在
宅
勤
務
を
実
施
し
て
い
る
企
業

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
実
態
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
業
務
が
十
分
に
提

供
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
で
あ

り
、課
題
を
自
分
で
学
習
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
た
自
宅
待
機
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
う
し
た
社

員
に
対
し
て
、企
業
は
定
時
連
絡
な
ど
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
上
の
働
き
か
け
を
し
て
い
ま

し
た
が
、社
員
の
一
部
に
は
メ
ン
タ
ル
の
不

調
に
お
ち
い
る
人
も
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、コ
ロ
ナ
禍
の
障
害

者
雇
用
に
お
い
て
、大
き
く
二
つ
の
課
題
が

見
え
て
き
ま
す
。
一
つ
め
は
、図
１
の
職
種

の
分
布
に
則
し
た
、そ
れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た

人
材
確
保
の
必
要
性
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
労
働
市
場
に
も

た
ら
し
た
大
き
な
変
化
の
な
か
で
、障
害
者

雇
用
に
お
い
て
も
、
今
後
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
在
宅
勤
務
を
含
め
た
新
し
い
働
き

方
に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。適
切
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
マ
ッ
チ
ン

グ
の
重
要
性
も
ま
す
ま
す
高
ま
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
一
方
で
は
、
障
害
の
あ

る
人
自
身
も
そ
れ
に
応
え
う
る
だ
け
の
能

力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

企
業
の
人
材
育
成
に
と
ど
ま
ら
ず
、企
業
に

人
材
を
送
り
出
す
教
育
現
場
で
の
人
材
育

成
に
も
変
化
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

二
つ
め
の
課
題
は
、こ
う
し
た
就
業
形
態

に
そ
ぐ
わ
な
い
現
業
系
の
仕
事
の
減
少
と

そ
れ
に
従
事
す
る
障
害
者
の
処
遇
に
、ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
と
い
う
問
題

で
す
。
雇
用
す
る
側
の
企
業
も
、法
定
雇
用

率
を
達
成
し
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、こ
う

し
た
人
材
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
雇
用
し
て

い
か
ざ
る
を
得
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、技
術
革
新
な
ど
の
成
果
を
取
り
込

み
な
が
ら
、新
た
な
仕
事
の
や
り
方
を
生
み

出
す
必
要
性
な
ど
も
高
ま
っ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

厳
し
い
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、ほ
と
ん

ど
の
企
業
は
、障
害
者
の
雇
用
を
維
持
す
る

こ
と
を
最
優
先
と
し
、知
見
と
経
験
を
積
み

重
ね
、
た
く
ま
し
く
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。
次
号
か
ら
は
、今
号
で
提
示
さ
れ
た

課
題
や
今
後
の
展
望
を
、
企
業
・
当
事
者
・

支
援
機
関
の
視
点
で
、事
例
を
交
え
て
紹
介

し
ま
す
。

１
群
は
、一
般
の
総
合
職
と
同
等
の
業
務
で

あ
り
、
一
定
基
準
の
作
業
遂
行
能
力
が
必
要

な
仕
事
で
す
。
第
２
群
は
、
第
１
群
か
ら
切

り
出
さ
れ
た
業
務
が
中
心
で
、
工
場
ラ
イ
ン

や
事
務
セ
ン
タ
ー
、特
例
子
会
社
な
ど
で
行

う
仕
事
に
相
当
し
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
従

事
す
る
人
の
な
か
に
は
キ
ャ
リ
ア
志
向
の

人
も
含
ま
れ
て
お
り
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど

に
よ
り
第
１
群
へ
の
展
開
制
度
を
設
け
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
第

３
群
は
、事
務
所
内
の
清
掃
や
郵
便
物
集
配

な
ど
、現
場
作
業
系
の
業
務
が
中
心
に
な
り

ま
す
。
よ
り
手
厚
い
職
場
定
着
の
支
援
を

必
要
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
施
が
可
能
な
仕
事
は
、こ
の
モ
デ
ル

の
な
か
の
、第
１
群
や
第
２
群
の
一
部
の
業

務
に
か
ぎ
ら
れ
ま
す
。

　

図
２
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
る
障
害
者
雇
用
の
実
際
に
つ
い
て
、

特
例
子
会
社
を
中
心
に
行
わ
れ
た
調
査
の

結
果
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、緊
急
事
態
宣

言
下
な
ど
の
状
況
で
も
、
８
割
以
上
の
企

業
が
社
員
を
出
勤
さ
せ
る
勤
務
形
態
を
続

け
て
お
り
、
体
調
確
認
、
消
毒
や
マ
ス
ク
の

着
用
、ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
維
持

な
ど
の
対
策
を
し
な
が
ら
、業
務
を
継
続
し

て
い
る
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

0.0

50.0

64.164.1

59.8

20.7

2.2

10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0 %

1 か 2 のいずれか、または
両方に〇印をつけた会社は 
83.7

１．通常通り出勤し稼働している社員がいる

２．通常とは異なる形（時差出勤・時短勤務等）
     で出勤し稼働している社員がいる

３．自宅で仕事に取り組んでいる社員がいる
    （在宅勤務・テレワーク・リモートワーク）

４．自宅待機している社員がいる

５．休暇を取得している社員がいる

６．会社は休業している

60.9

図 2　業務遂行の形態（複数回答）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
見
え
て
き
た

二
つ
の
課
題
と
は

出典：一般社団法人障害者雇用企業支援協会「緊急事態宣言下における障害者雇用の状況に関するアンケート報告書」、2020 年
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訓 練 生 募 集 の お 知 ら せ

国立職業リハビリテーションセンター         
　埼玉県所沢市並木４-2　職業評価課 04-2995-1201　http://www.nvrcd.ac.jp/　
国立吉備高原職業リハビリテーションセンター          
　岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7520　職業評価課 0866-56-9001　https://www.kibireha.jeed.go.jp/

お
問
合
せ

　両センターでは、障害のある方の採用をお考えの事業主と連携し、個々の事業主の方のニーズや訓練生の障
害特性などに応じた、特注型のメニューによる職業訓練を行っておりますのでご活用ください。ご利用いただ
く事業主の方には次のような支援も行っております。
■ 障害特性に応じた特別な機器・設備の配備や作業遂行に関する支援方法のアドバイスなど、円滑な受入れに関する支援
■ 雇入れ後の職場定着に向けた技術面でのフォローアップとキャリアプランづくりのための支援

　詳細については… https://www.jeed.go.jp/disability/person/person07.html

国立職業リハビリテーションセンター
国立吉備高原職業リハビリテーションセンター 

～障害のある方々の就職に必要な職業訓練や職業指導を実施しています～

募集訓練コース

入所日など

事業主のみなさまへ

国立職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース

メカトロ系

機械CADコース
電子技術・CADコース
FAシステムコース

組立・検査・物品管理コース
建築系 建築 CADコース

ビジネス情報系

DTPコース
Webコース

ソフトウェア開発コース
システム活用コース

視覚障害者情報アクセスコース
会計ビジネスコース
OAビジネスコース

職域開発系

物流・組立ワークコース
オフィスワークコース
販売・物流ワークコース

ホテル・アメニティワークコース

国立吉備高原職業リハビリテーションセンター
訓練系 訓練コース

メカトロ系

機械CADコース
電気・電子技術・CADコース

組立・検査コース
資材管理コース

ビジネス情報系

OAビジネスコース
会計ビジネスコース

システム設計・管理コース
ITビジネスコース

職域開発系

事務・販売・物流ワークコース
厨房・生活支援サービスワークコース

オフィスワークコース
物流・組立ワークコース
サービスワークコース

○訓練の期間は……○訓練の期間は……
「システム設計・管理コース」、「ITビジネスコース」（ともに国立吉備高「システム設計・管理コース」、「ITビジネスコース」（ともに国立吉備高
原職業リハビリテーションセンター）は２年間、そのほかの訓練コースは原職業リハビリテーションセンター）は２年間、そのほかの訓練コースは
１年間の訓練です１年間の訓練です。。

○対象となる方は……
「ビジネス情報系」の「視覚障害者情報アクセスコース」（国立職業リハビリテーションセンター）、「ITビジネスコース」（国立吉備高原職業リハビリ
テーションセンター）は、視覚障害のある方を対象とし、「職域開発系」の各コースは、高次脳機能障害のある方、精神障害のある方、発達障害のある方、
知的障害のある方を対象としています。そのほかの訓練コースは、知的障害のある方を除くすべての方が対象です。

国立職業リハビリテーションセンター、国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、年間約10回の入所日を
設けています。応募締切日や手続きなどの詳細については、お気軽にお問い合わせください。
○遠方の方については……
国立吉備高原職業リハビリテーションセンターでは、併設の宿舎が利用できます。国立職業リハビリテーションセンターでは、身体障害、
高次脳機能障害のある方、難病の方は、隣接する国立障害者リハビリテーションセンターの宿舎を利用することができます。

J E E D   インフォメーション
～高齢・障害・求職者雇用支援機構（JEED）からのお知らせ～
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J E E D  I N F O R M AT I O N

※2021年5月25日現在 
開催地によっては、開催日や種目などで会場が異なります
参加選手数の増減などにより、変更される場合があります

地方アビリンピック 検索

都道府県 開 催 日 会　場

滋　賀 11月27日（土） 近畿職業能力開発大学校附属　
滋賀職業能力開発短期大学校

京　都 2月頃（予定） 京都府立京都高等技術専門校／
京都府立京都障害者高等技術専門校

大　阪 6月19日（土）
7月3日（土）

関西職業能力開発促進センター／社会
福祉法人日本ライトハウス視覚障害リハ
ビリテーションセンター／社会福祉法人
大阪市障害者福祉・スポーツ協会　大阪
市職業リハビリテーションセンター

兵　庫 6月19日（土）
7月3日（土） 兵庫職業能力開発促進センター

奈　良 6月12日（土） 奈良職業能力開発促進センター

和歌山 6月6日（日） 和歌山職業能力開発促進センター

鳥 　取 7月1日（木） 鳥取県立福祉人材研修センター

島　 根 7月10日（土） 島根職業能力開発促進センター

岡　 山 6月26日（土）
7月3日（土）

国立吉備高原職業リハビリテーションセン
ター／岡山職業能力開発促進センター

広　 島 12月～1月頃（予定）広島障害者職業能力開発校（未定）

山　 口 10月16日（土） 山口職業能力開発促進センター

徳　島 9月18日（土） 徳島職業能力開発促進センター／
徳島ビルメンテナンス会館

香　川 2月上旬（予定） 未定

愛　媛 7月10日（土） 愛媛職業能力開発促進センター

高　知 7月3日（土）
7月10日（土）

学校法人龍馬学園 国際デザイン・
ビューティカレッジ／高知職業能力
開発促進センター

福　岡 7月3日（土）
7月10日（土）

福岡障害者職業能力開発校／
福岡職業能力開発促進センター／
福岡県立福岡高等技術専門校

佐　賀 1月22日（土） 佐賀職業能力開発促進センター

長　崎 7月10日（土） 長崎職業能力開発促進センター

熊　本 6月26日（土）
6月27日（日） 熊本職業能力開発促進センター

大　分 10月23日（土） 大分東部公民館

宮　崎 7月10日（土） 宮崎職業能力開発促進センター／
宮崎県ビルメンテナンス協会

鹿児島 7月10日（土） 鹿児島職業能力開発促進センター

沖　縄 7月17日（土） 沖縄職業能力開発大学校

◆ 令和3年度「地方アビリンピック」開催地一覧 ◆

都道府県 開 催 日 会　場

北海道 10月2日（土）（予定）北海道職業能力開発促進センター

青　森 10月下旬～
11月上旬（予定）

青森職業能力開発促進センター（予定）／
ホテル青森（予定）

岩　手 6月27日（日）
7月11日（日）

岩手職業能力開発促進センター／
岩手県立産業技術短期大学校

宮　城 7月10日（土）宮城職業能力開発促進センター

秋　田 7月9日（金） 秋田市文化会館

山　形 7月7日（水） 山形国際交流プラザ
（山形ビッグウイング）

福　島 9月頃（予定） 福島職業能力開発促進センター

茨　城 7月10日（土）
7月11日（日）茨城県職業人材育成センター

栃　木 7月3日（土） 栃木職業能力開発促進センター／
SHINBIデザインスクール

群　馬 7月3日（土） 群馬職業能力開発促進センター

埼　玉 7月10日（土） 国立職業リハビリテーションセンター

千　葉 11月頃（予定）未定

東　京 1月下旬～2月中旬（予定）
東京障害者職業能力開発校／
職業能力開発総合大学校

神奈川 10月28日（木）
10月30日（土）（予定）神奈川障害者職業能力開発校（予定）

新　潟 9月11日（土） 新潟市総合福祉会館／ホテルグローバルビュー新潟

富　山 7月17日（土） 富山市職業訓練センター／富山県技術専門学院

石　川 10月24日（日 ）石川職業能力開発促進センター

福　井 7月11日（日） 福井県立福井産業技術専門学院

山　梨 10月3日（日 ） 山梨職業能力開発促進センター

長　野 7月17日（土） 長野職業能力開発促進センター

岐　阜 7月3日（土）
10月頃（予定）

ソフトピアジャパンセンター／
県内施設（予定）

静　岡
6月13日（日）
6月27日（日）
7月10日（土）

静岡市清水文化会館マリナート／
静岡市東部勤労者福祉センター　
清水テルサ／学校法人静岡理工科
大学　静岡デザイン専門学校

愛　知

6月6日（日）
6月19日（土）
6月20日(日)
7月3日（土）
7月10日（土）

愛知県立名古屋聾学校／
大成今池研修センター／
学校法人珪山学園　専門学校日本
聴能言語福祉学院／
中部職業能力開発促進センター

三　重 6月26日（土）三重職業能力開発促進センター

各都道府県における障害者の技能競技大会「地方アビリンピック」が下記の日程で開催されます。
詳細は、「地方アビリンピック」ホームページをご覧ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更される場合があります。

アクセスは
こちら！
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J E E D   インフォメーション

▲ ▲

中央障害者雇用情報センターでは、障害者を雇用している、または雇用しようとしているみなさまに

無料で 就労支援機器の貸出し を行っています。

 「就労支援機器」とは障害者の就労を容易にするための機器のことで、例えば視覚障害者を対象と
した拡大読書器や、聴覚障害者を対象とした補聴システム（集音システム）といったものがあります。

就労支援機器は
当機構ホームページで

詳しくご紹介しています

検索

https://www.kiki.jeed.go.jp/

就労支援機器のページ

●書類や写真などを拡大表示する機器です。
●コントラストや色調の変更も可能なため

より見やすく調整することができます。
●卓上型、携帯型など活用シーンに合わせ

て選択できます。

申請書を記入し、メールまたは郵送で
ご提出ください
※申請書は当機構ホームページより
　ダウンロードできます

お問合せ

〒130-0022　東京都墨田区江東橋２-19-12　ハローワーク墨田５階
TEL：03-5638-2792　E-mail：kiki@jeed.go.jp

中央障害者雇用情報センター

申請のあった事業主に対し、決定内容
を通知し、機器を配送します

当機構が契約している業者が回収に
うかがいます

障害者を雇用している、または雇用しようとしている事業主など
※国、地方公共団体、独立行政法人などは対象外です

原則、６カ月以内　※職場実習やトライアル雇用の場合も利用できます

※31ページでも就労支援機器についてご案内しています。あわせてご覧ください

就労支援機器を常設にて展示しているほか、導入に関する相談を行っています

申請書の提出申請書の提出 貸出し決定貸出し決定 貸出しの終了・回収貸出しの終了・回収

拡大読書器

貸出しの対象となる事業主

貸出し期間

貸出しの流れ

補聴システム（集音システム） ノイズキャンセラー

パーテーション

●マイク（送信機）が拾った音を直接、補
聴器や人工内耳に届けるシステムです。

●聞きたい音を大きくできるので就労のあ
らゆる場面で有効に使用できます。

●視覚的・聴覚的な刺激を低減させること
で、周囲の状況に影響されずに集中でき
る環境を整えます。

▲上記は一例です

受信機

マイク送信機

就労支援機器をご活用ください！
障害者雇用を進める事業主のみなさま へ
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写真・文：官野 貴写真・文：官野 貴

ポラスシェアード株式会社（埼玉県）ポラスシェアード株式会社（埼玉県）
渡辺啓仁さん渡辺啓仁さん

日本一をサポート日本一をサポート日本一をサポート日本一をサポート
ポラスシェアード株式会社
〒343-0821　埼玉県越谷市瓦

かわら
曽
ぞ
根
ね
3-8-43

TEL 048-938-0102　FAX 048-938-0103

取材先データ
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渡辺さんは、ビジネスサポート課のシステム担当でもあり、同僚のパソコントラブルにも対応している

「
ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ 

ポ
ラ
ス
シ
ェ
ア
ー
ド
株
式
会
社
」
は
、
埼

玉
県
・
東
京
都
・
千
葉
県
な
ど
を
中
心
に
、
住
宅
供
給
や
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
を
手
が
け
る
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
「
ポ
ラ
ス
株
式
会
社
」
の

子
会
社
で
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に
越こ

し
が
や谷

市
初
の
特
例
子
会

社
認
定
を
受
け
た
。
グ
ル
ー
プ
各
社
の
運
営
に
と
も
な
う
設
計
補

助
業
務
や
事
務
代
行
業
務
が
お
も
な
事
業
で
あ
り
、
精
神
障
害
の

あ
る
社
員
の
ほ
か
、
身
体
障
害
や
知
的
障
害
の
あ
る
社
員
が
活
躍

し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
と
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
に
は
、
当

機
構
の
障
害
者
雇
用
職
場
改
善
好
事
例
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

入
社
９
年
目
と
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
課
の
渡わ

た

辺な
べ

啓け
い

仁と

さ
ん

（
26
歳
）は
、
注
意
欠
如
・
多
動
症
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）
が
あ
る
。
特
別
支

援
学
校
に
在
籍
中
、
同
社
で
３
度
の
実
習
を
経
験
し
、
同
社
初
の

特
別
支
援
学
校
の
新
卒
者
と
し
て
入
社
し
た
。
得
意
な
パ
ソ
コ
ン

の
ス
キ
ル
を
活
か
し
、
書
類
の
電
子
化
、
市
場
調
査
の
基
礎
デ
ー

タ
作
成
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
点

は
、「
荷
積
み
デ
ー
タ
の
作
成
業
務
」
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
だ
。

ポ
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
は
、
木
造
住
宅
の
構
造
材
を
工
場
で
機
械

加
工
し
建
築
現
場
へ
出
荷
す
る
「
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
」
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
そ
の
供
給
量
は
日
本
一
を
誇
る
。
こ
の
加
工
さ
れ
た

木
材
を
運
搬
用
の
形
に
積
み
上
げ
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
」
へ
の

指
示
デ
ー
タ
の
一
部
を
、渡
辺
さ
ん
が
作
成
し
て
い
る
。
指
示
デ
ー

タ
は
、
長
さ
や
幅
、
厚
み
が
ば
ら
ば
ら
の
木
材
を
効
率
よ
く
積
む

た
め
、
適
正
な
配
置
を
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

以
前
、
あ
る
工
場
で
こ
の
業
務
の
担
当
者
の
確
保
に
困
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
課
が
や
や
ゲ
ー
ム
性
を
感
じ
る

作
業
内
容
に
、「
障
害
特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
仕
事
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
い
、
こ
の
業
務
を
受
託
。
い
ざ
、
渡
辺
さ
ん
に
行
っ
て
も
ら

う
と
、
期
待
以
上
の
成
果
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
現
在
、

渡
辺
さ
ん
は
全
国
６
工
場
の
う
ち
茨
城
県
の
工
場
の
出
荷
を
担
当

し
て
い
る
。

プ
レ
カ
ッ
ト
さ
れ
た
木
材
の
日
本
一
の
供
給
量
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
る
渡
辺
さ
ん
だ
が
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
「
デ
ー

タ
入
力
」
で
も
日
本
一
を
目
ざ
し
、
地
方
大
会
へ
の
出
場
を
重
ね

て
い
る
。
入
力
ス
ピ
ー
ド
は
申
し
分
な
く
、
今
後
は
入
力
の
精
度

を
高
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。

渡辺啓仁さん渡辺啓仁さん
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プレカットされた木材の型を確認しながら、荷積みの安定を図る指示に従い、ロボットアームが木材を積み上げる
（写真提供：ポラスシェアード株式会社）

２台のパソコンを使って仕様書などを参照しながら、専用ソフトを駆使し木材の高さや長さを揃え、トラックの荷台の範囲に並べていく
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パソコンのリマインド機能を駆使し、失念により仕事が滞ることを防ぐ

図面や契約書類をスキャニングし、グループの管理システムに登録する「書類の電子化」業務

ミスを防ぐため、自作のマニュアルをつくり、注意点を明確にしている

不明な点があれば、上司の鈴木英生さんに相談や確認を行う渡辺さんの趣味の一つが「写真撮影」。会社説明資料でも使用されている
写真がこちら（撮影：渡辺啓仁さん／写真提供：ポラスシェアード株式会社）
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高橋 悠（たかはし ゆたか）
　行政書士事務所にて約８年間、介護・障害
福祉サービス事業所の立上げ・運営支援にた
ずさわった後、2016（平成 28）年 10月に
独立開業。顧問先のうち７割以上が介護・障
害福祉サービス事業所である。また、「合同
会社サニー・プレイス」を設立し、小規模保
育事業所Ｂ型および企業主導型保育所を経営
している。

社会保険労務士・行政書士 高橋 悠 
▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
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援
Ｂ
型
事
業
所
の
新
し
い
方
向
性
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
の
改
定
に
よ
り
、「
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
」
に
つ
い
て
、
基
本
報
酬
の
見
直

し
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
図
）。

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
に
つ
い
て
は
、
従
来

は
利
用
者
の
「
平
均
工
賃
月
額
」
に
応
じ
た

報
酬
体
系
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

改
定
で
は
さ
ら
に
そ
れ
を
推
し
進
め
、
高
工

賃
を
実
現
し
て
い
る
事
業
所
を
さ
ら
に
評
価

し
、
よ
り
き
め
細
か
く
実
績
を
反
映
す
る
た

め
８
段
階
（
改
定
前
は
７
段
階
）
の
評
価
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
今
回
の
改
定
で
私
が
画
期
的
と
考

え
る
の
は
、
前
述
の
「
平
均
工
賃
月
額
」
の

み
で
は
な
く
、も
う
一
つ
の
分
岐
と
し
て
「
利

用
者
の
就
労
や
生
産
活
動
等
へ
の
参
加
等
」

を
も
っ
て
一
律
に
評
価
す
る
報
酬
体
系
が
導

入
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
均
工
賃
月
額
に
よ
ら
な

い
固
定
的
な
報
酬
体
系
を
ベ
ー
ス
と
し
つ

つ
、
次
の
よ
う
な
取
組
み
を
行
う
事
業
所
は

上
乗
せ
の
加
算
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

利
用
者
の
多
様
な
働
く
意
欲
に
応
え
つ

つ
、
就
労
を
通
じ
た
地
域
で
の
活
躍
の
場
を

広
げ
る
取
組
み
と
し
て
、
就
労
や
生
産
活
動

の
実
施
に
あ
た
り
、
地
域
や
地
域
住
民
と
協

　

障
害
者
の
就
労
の
場
を
提
供
し
て
い
る

「
就
労
継
続
支
援
事
業
所
」
に
お
い
て
は
、

自
ら
の
事
業
所
を
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
各
事
業
所
に
お
い
て
賃
金（
工
賃
）向
上

の
た
め
の
多
種
多
様
な
施
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

前
回
ま
で
、
工
賃
向
上
に
つ
い
て
の
事
業

所
の
取
組
み
の
一
部
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
今
年
度
新
た
に

示
さ
れ
た
改
定
（
※
）
に
よ
る
、
就
労
継
続
支

働
し
た
取
組
み
を
実
施
す
る
事
業
所
に
加
算

を
支
給

　

就
労
を
続
け
る
う
え
で
の
不
安
の
解
消
、

生
産
活
動
の
実
施
に
向
け
た
意
欲
の
向
上
な

ど
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
支
援
を
実
施
す
る
事
業
所

に
加
算
を
支
給

　

前
回
ま
で
に
お
話
し
し
た
通
り
、
こ
れ
ま

で
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
に
つ
い
て

は
平
均
工
賃
月
額
に
よ
っ
て
報
酬
が
決
定
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
利
用
者
が
事
業
所
を
選
択

す
る
場
合
に
も
、
工
賃
の
多た

寡か

に
よ
り
大
き

く
判
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
改
定
に
よ
っ
て
、
工
賃

を
唯
一
の
指
標
と
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
を
重
要
視
し
て
地
域
住
民
や

地
元
企
業
を
巻
き
込
ん
で
活
動
し
て
き
た
、

ま
た
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
利
用
者
へ
の

相
談
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た
（
ま
た
は
こ

れ
か
ら
行
お
う
と
し
て
い
る
）
事
業
所
に
つ

い
て
も
、
評
価
を
行
う
方
向
性
が
示
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
だ
新
設
の
報
酬
区
分
・
加
算
で
あ
る
た

め
、
し
ば
ら
く
は
事
業
所
も
自
治
体
も
手
探

り
の
状
況
が
続
く
か
と
思
い
ま
す
が
、
事
業

所
が
利
用
者
を
集
め
る
た
め
に
提
示
す
る
工

賃
以
外
の
新
た
な
項
目
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
改
定
は
非
常
に

大
き
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

【第 4 回】

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性

◯
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

　
実
施
等
の
取
組
み
の
評
価

◯
地
域
に
お
け
る
協
働
の
評
価

障害福祉サービスの現場から

図：就労継続支援Ｂ型の基本報酬等の見直し

出典：厚生労働省「令和３年度障害福祉サービス等報酬改定における主な改定内容（令和3年2月4日）」

※詳しくは厚生労働省ホームページ「令和３年度障害福祉サービス等報酬改定について」をご覧ください
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000202214_00007.html



就労移行支援促進へ、医療、雇用企業
ネットワークの活用を通じた支援スキル向上

働く広場  2021.6

岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄

多機能型事業所スピカ（岡山県）、医療法人豊仁会まな星クリニック（岡山県）、
地方独立行政法人岡山県精神科医療センター（岡山県）、社会福祉法人共生シンフォニー（滋賀県）

多機能型事業所スピカ
パン工房スピカ
〒700-0013
岡山県岡山市北区伊福町2-6-1
スピカビル１階
TEL 086-250-6161

医療法人豊仁会　
まな星クリニック
〒700-0016 
岡山県岡山市北区伊島町2-1-32
TEL 086-214-0550
〔児童精神科と発達障害の専門クリ
ニック。クリニック内に児童発達支援
センター、相談支援事業所、青年期支
援部門のスピカがある]

地方独立行政法人
岡山県精神科医療センター
〒700-0915 
岡山県岡山市北区鹿田本町3-16
TEL 086-225-3821（代表）
〔精神科、児童精神科、心療内科、252床。
精神科デイケア定員50人]

社会福祉法人
共生シンフォニー
〒520-2144 
滋賀県大津市大萱7丁目6-43
びわこ共生モール2F
TEL 077-543-1111
〔就労継続支援A型事業所、就労継続支援
B型事業所、カレッジの運営、生活介護、
通所介護、計画相談などを行っている]

取材先データ

Keyword：多機能型事業所、就労継続支援A型事業所、就労移行支援、自立支援
写真：官野 貴

編集委員から
　個性の尊重という立場からみんなが
働く職場づくりが進んでいる。人手不
足から企業は本来業務の即戦力となる
人材を求める傾向が出ている。どちら
にしても、就労支援事業所の働き手を
育成し送り出す力が求められている。

編集委員が行く行く
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そ
の
後
、
岡
山
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
も
勤
務
す
る
こ
と
に
な
り
、小
・
中
学
生
の
発

達
障
害
の
治
療
に
た
ず
さ
わ
る
な
か
で
、
も
っ

と
早
期
に
、
適
切
な
診
断
を
す
る
必
要
性
を
感

じ
、
隣
接
す
る
岡
山
保
健
所
へ
週
一
回
出
向
い

て
、
児
童
精
神
科
医
の
立
場
で
乳
幼
児
の
発
達

相
談
を
始
め
た
。

　

始
め
て
み
る
と
、
１
歳
半
、
３
歳
児
検
診
、
育

児
相
談
な
ど
母
子
保
健
領
域
の
な
か
で
見
落
と

さ
れ
て
い
た
発
達
障
害
や
母
親
が
抱
え
て
い
た

問
題
が
、
児
童
精
神
科
医
の
視
点
か
ら
初
め
て

明
ら
か
と
な
り
、
整
理
さ
れ
解
決
へ
の
道
筋
が

開
か
れ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
。
実
際
、
母
子
相

談
の
な
か
で
、
児
童
精
神
科
医
へ
の
相
談
ニ
ー
ズ

が
最
も
多
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
た
。

こ
う
し
て
中
島
さ
ん
に
よ
る
自
閉
症
の
早
期
介

入
体
制
構
築
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
の
社
会
福
祉
法
人
旭
川
荘
で
の
勤
務

で
は
、
発
達
障
害
の
早
期
療
育
、
早
期
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
試
行
錯
誤
し
た
。
や
が
て
、

自
閉
症
特
性
に
よ
る
社
会
性
の
問
題
に
焦
点
を

向
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
気
づ
い
た
と
い

う
。
早
期
に
障
害
を
診
断
し
、
早
期
に
療
育
を

開
始
す
る
、
ま
た
療
育
に
は
家
族
の
理
解
や
対

食
が
売
れ
、売
上
高
は
一
日
平
均
１
万
５
千
円
ほ

ど
に
な
る
と
い
う
。地
域
に
あ
る
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム

清
心
女
子
大
学
、
岡
山
済
生
会
看
護
専
門
学
校

の
学
生
や
職
員
、
周
辺
の
住
民
ら
が
買
い
に
来

て
く
れ
る
。

　

３
階
建
て
の
１
階
が
パ
ン
工
房
、
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
イ
ー
ト
イ
ン
。
２
階
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
づ

く
り
の
厨
房
、
３
階
は
封
入
な
ど
パ
ン
づ
く
り

以
外
の
作
業
場
に
な
っ
て
い
る
。

　

実
は
、
こ
こ
は
全
国
で
も
数
少
な
い
発
達
障

害
に
特
化
し
た
就
労
支
援
事
業
所
。

　

運
営
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
医
療
法

人
豊
仁
会
ま
な
星
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
。
児
童
精

神
科
医
歴
45
年
の
大
半
を
発
達
障
害
の
診
断
、

治
療
、
療
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
法
人
理
事

長
兼
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
中な
か

島し
ま

洋よ
う

子こ

さ
ん
は
、

岡
山
大
学
医
学
部
を
卒
業
と
同
時
に
精
神
神
経

科
を
専
攻
。
一
般
精
神
科
研
修
の
か
た
わ
ら
、

岡
山
大
学
病
院
児
童
外
来
に
お
い
て
、
当
時
は

ま
だ
珍
し
い
米
国
で
の
本
格
的
な
研
修
を
受
け

た
児
童
精
神
科
医
に
師
事
し
た
。

　

「
パ
ン
工
房
ス
ピ
カ
」
と
書
か
れ
た
ド
ア
を

開
け
る
と
甘
い
香
り
が
し
て
き
た
。
瀬
戸
内
の

魚
を
フ
ラ
イ
に
し
た
フ
ィ
ッ
シ
ュ
バ
ー
ガ
ー
、
直

径
14
セ
ン
チ
の
メ
ロ
ン
パ
ン
、
桜
餅
の
ク
リ
ー
ム

サ
ン
ド
、
北
海
道
産
小
麦
１
０
０
％
使
用
・
無

添
加
の
食
パ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
な
ど
売
れ
筋

が
並
ん
で
い
る
。

　

こ
こ
は
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
の
と

こ
ろ
に
あ
る
障
害
者
対
象
の
多
機
能
型
事
業

所
。
就
労
移
行
支
援
（
定
員
14
人
）
と
自
立
訓

練
（
同
６
人
）
を
実
施
し
て
い
る
。
就
労
移
行

支
援
、
自
立
訓
練
と
も
に
期
間
は
２
年
が
限
度

で
、
組
み
合
わ
せ
る
と
最
長
で
４
年
間
、
18
歳

か
ら
30
代
の
男
女
が
一
般
就
労
を
目
ざ
し
た
支

援
・
訓
練
を
受
け
て
い
る
。

　

小
麦
粉
を
こ
ね
る
生
地
づ
く
り
、
成
型
、

オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
作
業
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
づ
く

り
、
販
売
な
ど
の
作
業
を
手
分
け
し
、
一
日
60

岡
山
県
「
ス
ピ
カ
」
の
取
組
み

就労移行支援促進へ、医療、雇用企業
ネットワークの活用を通じた支援スキル向上

働く広場  2021.6

岡山障害者文化芸術協会 代表理事　阪本文雄

岡山市の多機能型事業所「スピカ」の1階に
パン工房がある

販売コーナーやイートインが設置されている店内

工房には大型のオーブンや発酵機などが並ぶ

まな星クリニックの院長であり、
法人の理事長を兼任する中島洋子さん

編集委員が行く行く
就労支援と医療など新たな分野との連携

発達障害のある人の生活におけるソフトスキルと自己理解の向上

就労継続支援Ａ型事業所に求められる経営力

1
2
3

POINT
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上
さ
せ
て
、
平
均
２
年
３
カ
月
の
利
用
で
就
労

し
て
い
る
。
大
学
卒
の
利
用
者
の
多
く
は
最
初

か
ら
就
労
移
行
支
援
に
入
り
、
平
均
１
年
半
後

に
就
労
し
て
い
る
。
利
用
者
の
67
％
は
就
労
経

験
が
な
く
、
高
校
卒
38
％
、
大
学
卒
25
％
、
短

大
・
専
門
学
校
卒
20
％
。
支
援
学
校
卒
15
％
と

続
く
。

　

小お

郷ご
う

竜た
つ

宙ひ
ろ

さ
ん
は
24
歳
。
通
信
制
高
校
卒
業

後
ス
ピ
カ
に
通
所
し
、
１
年
半
パ
ン
工
房
ス
ピ

カ
で
訓
練
し
た
あ
と
洋
服
販
売
会
社
へ
就
職
。

現
在
、
ス
ー
パ
ー
の
洋
服
売
り
場
で
接
客
を
担

当
し
て
い
る
。
就
労
後
は
ス
ピ
カ
に
よ
る
就
労

定
着
支
援
を
受
け
て
い
る
。

　
「
仕
事
は
き
つ
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慣

れ
ま
し
た
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
で
、
と
き
に
は
パ
ン

工
房
に
寄
っ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
指
導
員
と

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

彼
を
支
援
し
た
精
神
保
健
福
祉
士
の
古こ

本も
と

晃こ
う

平へ
い

さ
ん
は
「
初
め
て
来
た
と
き
は
父
親
の
陰
に
隠

れ
る
よ
う
に
い
て
会
話
も
苦
手
で
し
た
。
パ
ン

づ
く
り
に
慣
れ
て
き
た
こ
ろ
、
販
売
を
や
っ
て
み

た
ら
と
す
す
め
た
ら
、
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
の
か
、

は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」
と
い
う
。

　

「
発
達
障
害
の
あ
る
人
の
就
労
へ
向
け
た
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
支
援
で
は
、
一
貫
性
と
適
切
性

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
基
本
は
、
専
門
性
の

高
い
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
機
能
と
良
好
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
維
持
で
す
」
と
中
島
さ
ん
は
い
う
。

　

個
人
の
特
性
に
合
わ
せ
個
別
に
対
応
す
る
た

め
、ス
ピ
カ
で
は
、公
認
心
理
師
、精
神
保
健
福

祉
士
、社
会
福
祉
士
、ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
、
保
育

応
力
を
高
め
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
重
要
な

目
的
も
あ
る
の
で
、
必
ず
保
護
者
参
観
を
実
施

し
、
家
庭
療
育
の
宿
題
を
出
す
な
ど
、
そ
の
仕

組
み
を
県
内
の
市
町
村
と
契
約
し
た
地
域
療
育

と
し
て
展
開
。
そ
の
間
、
旭
川
児
童
院
院
長
代

理
、
自
閉
症
幼
児
通
所
施
設
「
バ
ン
ビ
の
家
」
所

長
、
お
か
や
ま
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
長
、

地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

中
島
さ
ん
は
、
24
年
に
お
よ
ぶ
旭
川
荘
で
の

発
達
障
害
支
援
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
よ
う
と

２
０
０
６（
平
成
18
）年
、「
ま
な
星
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
開
業
し
た
。
軽
度
発
達
障
害
、
行
動
障
害
、

心
の
問
題
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
と
そ
の
家
族
の

支
援
が
始
ま
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
20
代
か
ら

30
代
に
な
り
、
幼
児
期
か
ら
青
年
期
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
す
る
に
は
就
労
支
援
が
欠
か

せ
な
い
た
め
、
２
０
１
５
年
に
自
立
訓
練
と
就

労
移
行
支
援
の
「
多
機
能
型
事
業
所
ス
ピ
カ
」

を
開
所
し
た
。

　

「
自
立
訓
練
も
就
労
移
行
支
援
も
、
青
年
期

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
仕
事

は
就
労
先
が
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
就
労
の
前

段
階
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
中
島

さ
ん
は
い
う
。

　

困
っ
た
と
き
に
相
談
す
る
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
、
時
間
、
衛
生
面
、
お
金
の

扱
い
方
な
ど
生
活
管
理
の
た
め
の
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
の
向
上
を
目
ざ
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
目
標

を
設
定
す
る
。
朝
は
定
時
に
起
き
て
生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
る
。
出
勤
時
間
に
合
わ
せ
て
準
備
す

る
。
そ
の
日
に
必
要
な
物
品
や
服
装
を
用
意
す

る
。
遅
刻
や
欠
席
を
す
る
場
合
に
は
自
分
で
連

絡
す
る
。
訓
練
時
間
を
４
時
間
、
６
時
間
、
８

時
間
に
延
ば
し
て
い
く
。
休
憩
時
間
は
一
人
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
。

同
僚
と
雑
談
し
て
も
し
な
く
て
も
よ
い
。
こ
う

し
て
、
自
己
管
理
能
力
、
感
情
調
整
力
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
て
い
く
そ
う
だ
。

　

「
講
義
形
式
で
は
な
く
、
パ
ン
作
業
な
ど
の

実
際
の
就
労
場
面
の
な
か
で
、
自
分
の
強
み
や

弱
み
に
あ
ら
た
め
て
向
き
合
い
、
ス
タ
ッ
フ
は
そ

の
解
決
法
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
助
言
し
ま
す
。
解

決
の
た
め
の
具
体
的
な
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
経

過
の
な
か
で
会
話
、
役
割
分
担
、
協
調
性
な
ど

が
身
に
つ
き
、
肯
定
的
な
自
己
理
解
が
進
ん
で

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
苦
手
な
こ
と
や
支
援
を

要
す
る
こ
と
な
ど
を
含
ん
だ
本
人
自
身
に
よ
る

『（
自
分
の
）取
扱
説
明
書
』を
意
識
し
、
ス
タ
ッ

フ
と
『取
扱
説
明
書
』を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま

す
」
と
中
島
さ
ん
。

　

一
緒
に
働
く
職
業
指
導
員
が
設
定
し
た
目
標

を
ク
リ
ア
し
た
と
確
認
す
れ
ば
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
本
人
に
向
い
た
仕
事
の
選
定
、
就
労
先

企
業
の
選
定
、
実
習
へ
と
進
む
。

　

ス
ピ
カ
の
６
年
間
を
ま
と
め
る
と
、
利
用
者

の
総
数
は
現
在
利
用
中
の
人
を
含
め
て
81
人
、

そ
の
う
ち
一
般
就
労
し
た
の
は
36
人
。
金
融
機

関
、
鉄
道
会
社
な
ど
の
事
務
職
や
商
品
管
理
、

清
掃
な
ど
の
業
務
に
つ
い
て
い
る
。
最
長
４
年

の
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
が
、
特
別
支
援
学

校
・
高
校
卒
の
利
用
者
は
自
立
訓
練
か
ら
入

り
、
そ
の
後
就
労
移
行
支
援
で
作
業
能
力
を
向

働く広場  2021.6

クリニックには、児童発達支援センターも併設されているスピカの就労定着支援を
受ける小郷竜宙さん
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長
で
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の

中な
か

島し
ま

豊と
よ

爾じ

さ
ん
は
「
発
達
障
害
、
精
神
障
害
の

あ
る
人
の
就
労
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
医

療
、
労
働
、
福
祉
と
い
う
幅
広
い
機
関
が
連
携

し
、
個
別
支
援
を
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
受
け
入
れ
る
企
業
は

個
々
の
特
性
を
理
解
し
た
う
え
で
職
場
配
置

し
、
定
着
へ
の
障
害
者
雇
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
企

業
内
で
確
立
し
て
ほ
し
い
で
す
。
戦
後
の
大
量

生
産
、
効
率
重
視
か
ら
脱
皮
し
、
個
性
や
多
様

性
を
大
事
に
し
た
働
き
方
改
革
を
お
願
い
し

た
い
の
で
す
。
私
た
ち
も
公
的
病
院
の
責
務
、

患
者
へ
の
社
会
的
使
命
と
し
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な

が
働
け
る
社
会
へ
向
け
て
支
援
を
続
け
た
い
で

す
」
と
話
す
。

　

次
に
、「
障
害
者
の
つ
く
っ
た
ク
ッ
キ
ー
の
製

造
販
売
で
全
国
展
開
」
、「
年
商
１
億
３
千
万

円
」
と
い
う
滋
賀
県
大
津
市
大た
い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
「
社
会

福
祉
法
人
共
生
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」
が
運
営
す
る

「
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
が
ん
ば
カ
ン
パ

ニ
ー
」
を
訪
ね
た
。

　

工
場
の
玄
関
を
開
け
る
と
陳
列
棚
に
ク
ッ

キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

な
ど
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
。
コ
コ
ア
マ
ー

ブ
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
シ
ナ
モ
ン
、
チ
ョ
コ
チ
ッ

プ
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
定
番
商
品
に
加
え
、
沖
縄

黒
糖
、
ミ
カ
ン
の
粒
の
食
感
が
あ
る
伊
予
か
ん

師
が
や
っ
て
み
る
か
と
い
う
投
げ
か
け
が
一
致

す
れ
ば
、
あ
と
は
、
遅
刻
し
な
い
、
休
ま
な
い
、

周
囲
の
人
に
合
わ
せ
る
な
ど
の
基
本
的
な
労
働

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
本
人
に
合
う
職

場
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と
説
明

す
る
。

　

こ
の
病
院
に
は
発
達
障
害
外
来
が
あ
り
、
成

人
と
高
校
生
を
対
象
に
医
療
機
関
で
の
就
労

準
備
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
福
祉
・
労

働
機
関
が
行
う
職
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
前
に
訓

練
・
実
践
体
験
を
す
る
。
失
敗
、
挫
折
を
回
避

し
ス
ム
ー
ズ
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
よ

う
に
、
７
～
８
人
の
少
人
数
で
就
労
準
備
説
明

会
か
ら
始
め
る
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
就
労
準
備
性
チ
ェ
ッ

ク
は
17
項
目
。
「
朝
８
時
ま
で
に
起
き
夜
０
時

ま
で
に
寝
る
」、「
歯
磨
き
、
洗
面
、
髪
の
手
入

れ
、
生
活
費
の
管
理
が
で
き
る
」
な
ど
だ
。
外

来
の
公
認
心
理
師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

作
業
療
法
士
、
デ
イ
ケ
ア
の
精
神
保
健
福
祉
士

ら
が
支
援
す
る
。
就
労
準
備
性
の
マ
ス
タ
ー
を
確

認
し
、
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
、
就
労
移
行
支

援
事
業
所
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
、
相
談
支
援
事
業
所
な
ど
と
連
携

し
、
職
業
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
職
場
選
択
、
就
労

へ
と
つ
な
い
で
行
く
。
令
和
２
年
度
は
、
一
般

就
労
が
23
人
（
う
ち
障
害
者
枠
14
人
）
、
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
へ
８
人
、
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
へ
15
人
が
進
み
、
地
域
で
自
立

し
た
暮
ら
し
を
し
て
い
る
。

　

日
本
公
的
病
院
精
神
科
協
会
（
公
精
協
）
会

士
ら
９
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
専
門
職
の
高
い
観

察
力
と
て
い
ね
い
な
指
導
力
を
発
揮
し
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
も
知
恵
を
出
し
合
い
、
チ
ー

ム
で
利
用
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
で
き
る
よ
う
に
後
押
し
し
て
い
る
。
生
活
支

援
員
・
管
理
責
任
者
の
下し
も

野の

敏と
し

広ひ
ろ

さ
ん
は
「
開

始
３
年
目
か
ら
毎
年
、
利
用
者
の
定
員
の
半
数

以
上
が
一
般
就
労
し
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
・
支

援
の
提
供
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
す
。

　

社
会
資
源
と
の
連
携
の
な
か
で
、
ス
ピ
カ
は

精
神
科
医
療
機
関
と
の
連
携
を
重
視
し
て
い

る
。
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
、
総
合
病

院
精
神
科
、
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
を
受
診

す
る
発
達
障
害
の
ケ
ー
ス
で
、
精
神
的
に
病
状

が
安
定
し
、
働
き
た
い
と
意
欲
を
示
す
人
た
ち

を
受
け
入
れ
、
就
労
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

岡
山
市
内
で
は
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
精
神
科
医
療
機

関
が
地
域
で
暮
ら
す
発
達
障
害
や
精
神
障
害
の

あ
る
人
へ
の
就
労
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。

　

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
の
来き

住し

由よ
し

樹き

さ
ん
は
、
「
社
会
と
折
り
合
っ
て
生
き
て

い
る
患
者
さ
ん
も
多
い
が
、
病
状
、
生
活
が
安

定
す
る
と
、
社
会
的
自
立
が
ゴ
ー
ル
に
な
り
、

就
労
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
な
に

よ
り
本
人
の
働
き
た
い
と
い
う
意
思
表
示
と
医

滋
賀
県
「
共
生
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」

の
取
組
み

「
岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
」

  

の
取
組
み

働く広場  2021.6

岡山県精神科医療センター院長の
来住由樹さん

日本公的病院精神科協会会長の
中島豊爾さん
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事
業
所
と
し
て
知
ら
れ
、
学
び
に
来
る
福
祉
施

設
関
係
者
は
多
い
が
、
実
は
財
務
に
強
い
経
営

力
を
持
っ
て
い
た
。
中
崎
さ
ん
は
「
社
会
福
祉
法

人
で
あ
る
私
た
ち
は
企
業
の
よ
う
に
営
業
マ
ン

を
雇
い
高
い
営
業
経
費
を
使
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
卸
と
し
て
製
造
で
生
き
て
行
く
道
を

選
び
ま
し
た
。
福
祉
の
人
た
ち
は
Ａ
型
事
業
所

を
運
営
す
る
の
な
ら
、
経
営
と
労
働
を
勉
強
し

真
剣
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
共
生
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
２
０
１
４
年
、

大
津
市
一い
ち

里り

山や
ま

に
自
立
・
生
活
訓
練
（
１
、
２

年
次
）
、
就
労
移
行
支
援
事
業
（
３
、
４
年
次
）

を
行
う
、
「
く
れ
お
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
設
し
た
。

　

１
、
２
年
次
は
算
数
、
国
語
、
パ
ソ
コ
ン
、
演

劇
、
美
術
、
書
道
、
体
育
な
ど
の
学
習
、
預
金

口
座
の
管
理
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
作
業
、
サ
ー
ク
ル
活
動
、
調
理
実

習
、
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
会
話
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
体
験
す
る
。

　

３
、
４
年
次
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
職
場
見

学
、
軽
作
業
や
接
客
、
販
売
練
習
を
す
る
作
業

訓
練
、
企
業
で
の
職
場
実
習
を
行
う
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
職
業
指
導
員
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
、

社
会
福
祉
士
、
教
員
免
許
取
得
者
ら
14
人
。

　

「
本
人
が
主
体
的
に
自
分
の
就
労
先
を
選

択
す
る
、
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
基
本
方
針
で

す
。
自
分
で
選
ん
で
、
自
ら
意
欲
的
に
そ
の
仕

事
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
職
業
選
択
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
防
げ
ま
す
」
と
、
開
設
か
ら
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
３
月
ま
で
、
く
れ
お
カ
レ
ッ
ジ
所
長
を

務
め
た
永な
が

田た

義よ
し

人ひ
と

さ
ん
は
い
う
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

手
袋
姿
の
人
が
ク
ッ
キ
ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
、

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
。
平

均
年
齢
は
35
歳
、
平
均
勤
続
年
数
は
10
年
、
長

い
人
は
20
年
近
い
。
工
場
に
は
冷
凍
庫
、
オ
ー

ブ
ン
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
作
業
台
が
設
置
さ
れ
、

そ
ば
に
バ
タ
ー
、
小
麦
粉
、
牛
乳
、
卵
な
ど
の

材
料
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

勤
務
時
間
は
４
～
８
時
間
。
体
力
、
能
力
に

よ
っ
て
分
か
れ
る
。
柴し
ば

田た

洋ひ
ろ

美み

さ
ん
は
24
歳
。

養
護
学
校
を
卒
業
し
職
場
見
学
、
実
習
を
経
て

就
職
し
、
勤
続
６
年
目
に
な
る
。
焼
き
菓
子
フ

ロ
ラ
ン
タ
ン
の
表
面
に
ア
ー
モ
ン
ド
の
入
っ
た

カ
ラ
メ
ル
を
塗
っ
て
い
く
工
程
を
担
当
し
て
い

る
。
「
い
ま
は
自
転
車
で
通
勤
し
５
時
間
勤
務

で
す
。
楽
し
い
職
場
で
す
」
と
話
す
。

　

２
０
１
５
年
、
中
崎
さ
ん
か
ら
、
が
ん
ば
カ
ン

パ
ニ
ー
施
設
長
を
引
き
継
い
だ
水み
ず

野の

武た
け
し

さ
ん
は

い
ま
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
、
さ
ら
に
企
業
か

ら
製
造
を
受
託
し
そ
の
会
社
の
ブ
ラ
ン
ド
で
販

売
す
る
製
造
委
託
を
進
め
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
売

上
げ
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
奮
闘
し
て
い
る
。

　

「
小
売
り
店
の
売
上
げ
が
低
迷
し
た
た
め
、

製
造
卸
の
私
た
ち
の
事
業
所
は
、
製
造
受
託
で

工
場
を
フ
ル
回
転
さ
せ
、
生
産
技
術
で
利
益
を

確
保
す
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」

　

菓
子
メ
ー
カ
ー
の
競
争
の
な
か
で
揉
ま
れ
な

が
ら
、
収
益
部
門
に
受
託
生
産
を
導
入
し
、
構

造
を
変
え
る
対
応
を
し
、
人
件
費
の
財
源
確
保

に
力
を
注
い
で
い
た
。

　

が
ん
ば
カ
ン
パ
ニ
ー
と
い
え
ば
、
商
品
開
発
と

販
路
を
全
国
に
展
開
し
た
就
労
継
続
支
援
Ａ
型

味
な
ど
ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
も
あ
り
、
約
50
種
類

も
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
が
並
ぶ
。
最
初
は
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
、
国
産
食
材
で
注
目
さ
れ
て
自
然
食
品

店
で
都
市
圏
に
広
ま
り
、
い
ま
は
全
国
20
都
府

県
の
デ
パ
ー
ト
、ス
ー
パ
ー
、食
品
店
で
販
売
し
、

好
評
を
得
て
い
る
。
各
地
の
福
祉
施
設
と
共
同

企
画
し
、
原
価
製
造
で
協
力
す
る
な
ど
精
力
的

に
商
品
開
発
、
販
売
網
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

元
々
は
、１
９
８
６（
昭
和
61
）年
に
、小
規
模

作
業
所
「
今
日
も
一
日
が
ん
ば
っ
た
本
舗
」
と

し
て
始
ま
っ
た
。
設
立
者
は
、
重
度
の
脳
性
麻

痺
の
あ
る
門か
ど

脇わ
き

謙け
ん

治じ

さ
ん
。
車
い
す
に
乗
っ
た

身
体
障
害
者
が
信し
が

楽ら
き

焼や
き

、
お
茶
な
ど
を
売
っ
て

回
っ
た
そ
う
だ
。

　

６
年
後
、現「
社
会
福
祉
法
人
共
生
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
」
常
務
理
事
の
で
あ
る
中な
か

崎ざ
き
ひ
と
み
さ
ん
が

中
心
に
な
り
、
ク
ッ
キ
ー
の
商
品
化
に
乗
り
出

す
。
無
添
加
、
無
農
薬
の
材
料
を
用
い
る
と
い

う
環
境
・
健
康
路
線
が
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に

支
持
さ
れ
、
売
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

１
９
９
５
年
に
は
、
小
規
模
作
業
所
だ
っ
た

が
、
利
用
者
と
雇
用
契
約
を
結
び
、
全
国
で
も

先
駆
的
取
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
２
０
０

８
年
、
「
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
が
ん
ば

カ
ン
パ
ニ
ー
」
に
な
っ
た
。
「
働
く
人
の
た
め

に
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
組
織
に
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
、
雇
用
契
約
を
結
ぶ
作
業
所
か
ら
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
へ
と
進
め
ま
し
た
」

と
中
崎
さ
ん
。

　

工
場
で
は
白
い
作
業
服
、
帽
子
、
マ
ス
ク
、

働く広場  2021.6

滋賀県大津市の就労継続支援Ａ型事業所「がんばカンパニー」がんばカンパニーでは、安全で良質な素材からクッキーをつくっている
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の
利
用
終
了
者
が
一
般
就
労

し
た
割
合
を
見
る
と
、
３
パ

タ
ー
ン
あ
る
就
労
支
援
事
業

所
に
お
い
て
、
一
般
就
労
を

実
現
し
た
の
は
就
労
移
行
支

援
事
業
所
54
・
７
％
、
就
労

継
続
支
援
A
型
事
業
所
25
・

1
％
、
就
労
継
続
支
援
B
型

事
業
所
13
・
2
％
だ
。

　

岡
山
の
ス
ピ
カ
、
大
津
の

く
れ
お
カ
レ
ッ
ジ
、
こ
れ
ら

二
つ
の
就
労
移
行
支
援
事
業

所
を
よ
く
知
る
同
全
国
協
議
会
副
理
事
長
の
萩は
ぎ

原は
ら

義よ
し

文ふ
み

さ
ん
は
、
「
発
達
障
害
の
医
療
に
強
い

ス
ピ
カ
、
地
方
都
市
で
障
害
者
雇
用
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
た
く
れ
お
カ
レ
ッ
ジ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
強
み
に
な
る
特
徴
を
持
ち
、
毎
年
コ
ン

ス
タ
ン
ト
に
一
般
就
労
を
実
現
し
て
い
る
こ
と

が
共
通
し
て
い
ま
す
。
就
労
移
行
支
援
事
業
所

は
今
後
、
一
層
、
一
般
就
労
の
中
核
と
な
る
だ
ろ

う
が
、
支
援
の
ス
キ
ル
に
な
る
特
徴
、
推
進
力

に
な
る
も
の
が
必
要
で
、
そ
の
在
り
方
の
参
考

に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　

私
は
福
祉
に
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
か
ら
経
営

や
直
接
的
な
処
遇
な
ど
に
か
か
わ
り
、
参
加

す
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
特

に
、
障
害
の
あ
る
人
の
心
身
に
は
医
療
の
役

割
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
感
じ

た
。今
回
の
取
材
を
通
じ
、あ
ら
た
め
て
就
労
支

援
に
お
い
て
医
療
の
力
も
欠
か
せ
な
い
と
思
っ

た
。

訓
練
で
家
業
、
転
居
、
就
労
継
続
支
援
B
型
事

業
所
各
１
人
、
卒
業
生
７
人
の
う
ち
５
人
が
一
般

就
労
し
、
２
人
は
就
活
中
で
あ
る
。

　

卒
業
生
29
人
の
う
ち
26
人
が
一
般
就
労
と
い

う
高
い
割
合
を
占
め
る
。
勤
務
先
は
大
津
市
を

中
心
に
し
た
滋
賀
県
が
多
く
、
一
部
は
京
都
市

で
、イ
オ
ン
、コ
ー
プ
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
、
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
工
場
、
野
菜
工
場
、
検
査
会
社
、
介
護

補
助
、
運
送
会
社
の
ピ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
業
務

に
つ
い
て
い
る
と
い
う
。

　
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
人
票
を
出
す
企
業
を

職
員
が
訪
問
し
、
う
ち
の
利
用
者
の
採
用
へ
向

け
て
、
今
後
の
採
用
予
定
や
職
種
な
ど
、
求
人

求
職
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
情
報
交
換
し
、
連

携
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
永
田
さ
ん
。
地

道
な
活
動
に
よ
り
地
域
で
障
害
者
を
雇
用
す
る

企
業
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
４
月
、
就
労
支
援
事
業
所
の

報
酬
改
定
を
実
施
し
た
。

　

就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
全
国
協
議
会

副
理
事
長
も
務
め
る
共
生
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
中

崎
さ
ん
は
、
「
今
回
の
改
定
は
重
度
の
人
た
ち

が
働
く
場
と
し
て
の
A
型
事
業
所
の
維
持
と
、

一
般
就
労
を
も
っ
と
進
め
る
と
し
っ
か
り
加
算

し
ま
す
と
い
う
こ
の
二
つ
が
は
っ
き
り
し
ま
し

た
」
と
い
う
。

　

厚
生
労
働
省
の
令
和
元
年
「
社
会
福
祉
施
設

等
調
査
」
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
事
業
所

を
訪
問
し
、
求
人
票
の
検
索
を
何
回
も
体
験
さ

せ
、
自
分
で
就
労
先
を
探
す
企
業
情
報
の
取
得

も
導
入
部
か
ら
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
永
田
さ
ん
は
「
も
う
一
つ
、
こ
だ
わ
っ

た
の
は
住
居
に
近
い
職
場
。
通
勤
が
心
身
の
負

担
に
な
る
と
長
続
き
し
ま
せ
ん
」
と
話
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
バ
ス
、
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

の
利
用
を
避
け
た
い
人
や
乗
り
換
え
が
苦
手
な

人
も
い
て
、
通
勤
時
の
移
動
も
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
４
期
の
卒
業
生
の
進
路
状
況
を
み

る
と
、
１
期
生
９
人
の
う
ち
８
人
が
一
般
就
労
、

１
人
が
就
労
継
続
支
援
A
型
事
業
所
。
２
期
生

９
人
の
う
ち
２
人
が
自
立
訓
練
の
段
階
で
一
般

就
労
し
、
卒
業
生
７
人
は
全
員
一
般
就
労
。
３
期

生
９
人
は
、
１
人
が
自
立
訓
練
で
一
般
就
労
し
、

２
人
が
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
、
卒
業
生

６
人
は
一
般
就
労
し
た
。
４
期
生
10
人
は
、
自
立

お
わ
り
に

働く広場  2021.6

がんばカンパニーで働く柴田洋美さんがんばカンパニー施設長の水野武さん「共生シンフォニー」本部や
「くれおカレッジ」が入る共生モール

フロランタンにカラメルを塗る柴田さん（右から2人め）

くれおカレッジの作業訓練では、実際の
就労環境を想定し立ち姿勢で軽作業を行う
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省 庁

す
る
障
害
者
が
体
力
が
つ
い
て
長
い
時
間
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
約
６
割
が

「
障
害
者
の
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
」（
図
２
）、「
感
情
面
で
落
ち
着
い
て
き
た
」、

「
意
欲
が
向
上
し
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
向
上
し
た
」、「
地
域
住
民
と

の
交
流
す
る
機
会
が
増
え
た
」、「
自
分
で
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど

の
回
答
も
あ
り
、
身
体
・
健
康
面
、
精
神
・
情
緒
面
で
の
効
果
以
外
に
、
仕
事

へ
の
取
組
姿
勢
へ
の
効
果
も
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
就
労
訓
練
と
し
て
の
農

業
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
農
福
連
携
は
、
障
害
者
が
農
業
分
野
で
の
活
躍
を
通
じ
、
自
立

や
生
き
が
い
を
持
っ
て
社
会
参
画
し
て
い
く
取
組
で
あ
り
、
障
害
者
の
就
労
機

会
の
創
出
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
分
野
の
新
た
な
働
き
手
の
確
保
に
つ

な
が
る
取
組
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
農
福
連
携
を
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
に
菅
官
房
長
官
（
当
時
）
を
議
長
と
す
る
「
農

福
連
携
等
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、
今
後
の
推
進
の
方
向
性
を
「
農
福
連
携
等

推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
（
図
３
）。
農
福
連
携
の
裾
野
を

広
げ
る
た
め
に
は
、現
場
に
お
い
て
①
知
ら
れ
て
い
な
い
、②
踏
み
出
し
に
く
い
、

③
広
が
っ
て
い
か
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
、３
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
位
置
付
け
、

①
認
知
度
の
向
上
の
た
め
、
農
福
連
携
の
メ
リ
ッ
ト
の
客
観
的
な
提
示
、
国
民

全
体
に
訴
え
か
け
る
戦
略
的
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、②
取
組
の
促
進
の
た
め
、ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
相
談
で
き
る
窓
口
体
制
の
整
備
、
農
福
連
携
を
進
め
る
専
門
人
材
の

育
成
、
③
取
組
の
拡
大
の
た
め
、各
界
の
関
係
者
が
参
加
す
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
設
置
、
ノ
ウ
フ
ク
ア
ワ
ー
ド
選
定
に
よ
る
優
良
事
例
の
表
彰
・
横
展
開
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
農
福
連
携
は
、
障
害
者
だ
け
で
は
な
く
、
高
齢
者
の
支
援
や
生
活
困

窮
者
の
就
労
訓
練
な
ど
、
広
が
り
の
あ
る
取
組
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
の
担
い
手
の
不
足
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
農
業
分
野
、
障
害
者
の

働
く
場
が
少
な
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
る
福
祉
分
野
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
を

結
び
合
い
連
携
す
る
こ
と
で
、
双
方
の
課
題
を
解
決
で
き
る
の
で
は
と
い
う
背

景
の
も
と
、
農
福
連
携
の
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
、
現
在
、
様
々
な
形

で
取
組
が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
と
聞
く
と
、
農
業
者
が
障
害
者
を
雇
用
す
る
形
、
障
害
者
就
労
施

設
自
体
が
農
業
生
産
や
農
産
加
工
に
取
り
組
む
形
を
、
ま
ず
は
イ
メ
ー
ジ
す
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
障
害
者
就
労
施
設
が
農
業

者
の
元
に
出
向
き
、
農
作
業
の
一
部
を
請
け
負
う
事
例
、
特
例
子
会
社
が
農
業

に
参
入
す
る
、
も
し
く
は
地
域
の
農
作
業
を
請
け
負
う
事
例
、
農
業
者
と
障
害

者
就
労
施
設
の
ニ
ー
ズ
を
農
協
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
事
例
、
食
品
関
連
企
業
が

農
業
者
や
障
害
者
就
労
施
設
と
連
携
し
て
新
た
な
品
目
の
栽
培
を
手
掛
け
る
事

例
、
地
域
協
議
会
が
農
福
連
携
の
専
門
人
材
育
成
に
取
り
組
む
事
例
な
ど
、
地

域
の
実
情
や
課
題
に
則
し
た
様
々
な
農
福
連
携
の
形
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

農
福
連
携
の
取
組
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
の
は
、
農
業
分
野
、
福
祉
分
野
双

方
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
い
わ
ゆ
る
w
i
n
・
w
i
n
の
関
係
に
あ
る
か
ら
と

い
え
ま
す
が
、
農
福
連
携
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
、
効
果
が
あ
る

こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
雇
用
な
ど
に
よ
り
障
害
者
を
受
け
入
れ
農
福
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
る
農
業
者
の
う
ち
約
８
割
は
、「
障
害
者
を
受
け
入
れ
て
貴
重
な
人
材
と
な
っ

た
」、
同
じ
く
８
割
は
、「
年
間
売
上
が
増
加
し
た
」
と
回
答
し
て
お
り
、
実
際

に
農
福
連
携
を
実
践
し
て
い
る
農
業
者
は
、
農
業
経
営
に
及
ぼ
す
効
果
を
実
感

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
（
図
１
）。

一
方
で
、
農
業
に
取
り
組
む
障
害
者
就
労
施
設
の
約
９
割
は
障
害
者
が
農
業

に
携
わ
る
こ
と
で
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
お
り
、「
施
設
を
利
用

農福連携の推進について
農林水産省 農村振興局 都市農村交流課
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携
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犯
罪
や
非
行
を
し
た
者
の
立
ち
直
り
支
援
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
農
業
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
農
業
の
み
な
ら
ず
林
福
連
携
、
水
福
連
携
の
取

組
が
見
ら
れ
る
な
ど
、「
農
」、「
福
」
の
双
方
に
お
い
て
、
従
来
の
枠
組
に
と
ら

わ
れ
な
い
取
組
が
展
開
さ
れ
始
め
て
き
て
お
り
、ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、今
後
、

農
福
連
携
に
お
け
る
「
農
」
と
「
福
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
広
が
り
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
な
か
な
か
見
通
せ
な
い
中
、
農
福

連
携
の
現
場
に
お
い
て
も
、
生
産
す
る
農
産
物
の
売
上
げ
の
減
少
、
障
害
者
就

労
施
設
の
利
用
を
制
限
さ
れ
在
宅
で
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
な
ど
の
影
響
が

出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
外
国
人
材
が
不
足
す
る
な
ど
、
農
業
分
野

に
お
い
て
人
手
不
足
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
農
業
は
屋
外
で
の
作
業
が

多
く
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
し
や
す
い
こ
と
な
ど
の
状
況
か
ら
、

農
福
連
携
が
新
た
な
働
き
手
の
確
保
の
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
状
況
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
農
業
法
人
が
障
害
者
就
労
施
設

に
新
た
に
農
作
業
を
依
頼
す
る
事
例
や
、
障
害
者
就
労
施
設
が
農
業
に
新
た
に

取
り
組
む
事
例
が
多
数
出
て
き
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

w
i
t
h
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
障
害
者
の
活
躍
の
場
と
し
て
の
農
業
が
ま

す
ま
す
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

図１　農業経営体への効果

図２　障害者にとっての影響

図３　農福連携を推進するためのアクション

図１、図２ 出典：第 1回農福連携等推進会議資料より抜粋

出典：農林水産省 農福連携等推進会議「農福連携等推進ビジョン」より抜粋

農福連携を推進するためのアクション
目標：農福連携に取り組む主体を新たに3,000創出※

１ 認知度の向上
・定量的なデータを収集・解析し、農福連携のメリットを客観的
に提示
・優良事例をとりまとめ、各地の様々な取組内容を分かりやすく
情報発信
・農福連携で生産された商品の消費者向けキャンペーン等のＰＲ
活動
・農福連携マルシェなど東京オリンピック・パラリンピック等に
合わせた戦略的プロモーションの実施

２ 取組の促進
○ 農福連携に取り組む機会の拡大
・ワンストップで相談できる窓口体制の整備　　
・スタートアップマニュアルの作成
・試験的に農作業委託等を短期間行う「お試しノウフク」の仕組
みの構築
・特別支援学校における農業実習の充実
・農業分野における公的職業訓練の推進

○ ニーズをつなぐマッチングの仕組み等の構築
・農業経営体と障害者就労施設等のニーズをマッチングする仕組
み等の構築
・コーディネーターの育成・普及

・ハローワーク等関係者における連携強化を通じた、農業分野で
の障害者雇用の推進

○ 障害者が働きやすい環境の整備と専門人材の育成
・農業法人等への障害者の就職・研修等の推進と、障害者を新た
に雇用して行う実践的な研修の推進
・障害者の作業をサポートする機械器具、スマート農業の技術等
の活用
・全国共通の枠組みとして農業版ジョブコーチの仕組みの構築
・農林水産研修所等による農業版ジョブコーチ等の育成の推進
・農業大学校や農業高校等において農福連携を学ぶ取組の推進
・障害者就労施設等における工賃・賃金向上の支援の強化

○ 農福連携に取り組む経営の発展
・農福連携を行う農業経営体等の収益力強化等の経営発展を目指
す取組の推進
・農福連携の特色を生かした6次産業化の推進　
・障害者就労施設等への経営指導
・農福連携でのGAPの実施の推進

３ 取組の輪の拡大
・各界関係者が参加するコンソーシアムの設置、優良事例の表彰・
横展開
・障害者優先調達推進法の推進とともに、関係団体等による農福
連携の横展開等の推進への期待

※令和6（2024）年度までの目標
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と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
障
が
い
の
あ
る
社
員
の

職
域
を
広
げ
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
い
ま

あ
る
職
務
だ
け
で
は
な
く
事
務
職
に
も
職
域
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
、
M
W
S
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
障
害
者
支
援

部
門
の
担
当
研
究
員
に
M
W
S
の
活
用
に
関
し
て
相
談

し
、
後
日
、
M
W
S
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
講
（
4
時
間
程
度
）
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
職
域
開
発
の
一
環
と
し
て
M
W
S
の
「
文

書
入
力
課
題
」
を
障
が
い
の
あ
る
社
員
に
活
用
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
仕
事
の
合
間
に
社
員
自
身
が
申
請
し
て

訓
練
時
間
を
確
保
す
る
仕
組
み
に
し
て
お
り
、
セ
ル
フ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
、
本
人
が
成
長
を
実
感
す
る
た
め

の
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

（
２
）
取
組
み
の
概
要

〇
人
材
育
成
の
対
象
と
な
っ
た
社
員

・
Ａ
さ
ん
：
19
歳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級

・
勤
続
年
数
：
1
年
9
カ
月

・
担
当
業
務
：
社
内
便
集
配
業
務
・
宅
配
便
配
達
業
務
・

社
内
文
具
管
理　

ほ
か　

　

ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
幕
張
版
（
以
下
、「
M
W
S
」）
は
、

作
業
の
体
験
や
職
業
上
の
課
題
の
把
握
、
作
業
遂
行
力

の
向
上
、
補
完
方
法
の
獲
得
、
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
の
確
立
等
の
支
援
を
行
う
た
め
に
障
害
者
職
業
総
合

セ
ン
タ
ー
研
究
部
門
で
開
発
し
た
ツ
ー
ル
で
、
現
在
、

全
国
の
多
く
の
支
援
機
関
等
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
研
究
部
門
で
は
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
か
ら

２
０
１
８
年
度
に
か
け
て
、
従
来
の
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル

よ
り
難
易
度
が
高
く
、
よ
り
実
務
に
即
し
た
も
の
と
し

て
、「
給
与
計
算
」、「
文
書
校
正
」、「
社
内
郵
便
物
仕
分
」

の
三
つ
の
新
規
課
題
を
開
発
し
、
市
販
化
も
開
始
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
当
研
究
部
門
で
は
、
こ
れ
ら
新
規
課
題
も
含

め
た
、
M
W
S
等
の
ツ
ー
ル
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
、
教
材
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
も
含
め
た
伝

達
の
た
め
の
方
法
論
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

そ
の
研
究
の
た
め
に
事
例
を
提
供
い
た
だ
い
た
Ｄ
Ｉ
Ｃ

エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
業
務
サ
ポ
ー
ト
部
（
東
京
都
）

の
効
果
的
な
活
用
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
１
）
M
W
S
活
用
の
経
緯

　

Ｄ
Ｉ
Ｃ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
障
が

い
者
雇
用
を
着
実
に
促
進
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
雇
用

し
た
障
が
い
の
あ
る
社
員
は
、
特
別
支
援
学
校
を
卒
業

し
た
知
的
障
が
い
の
あ
る
社
員
が
多
く
、主
に
社
内
便
・

郵
便
物
の
集
配
業
務
や
、
宅
配
便
の
配
達
業
務
を
職
務

障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
部
門　

障
害
者
支
援
部
門

ワークサンプル幕張版（ＭＷＳ）の新規課題

社内便集配業務の様子

〈社内郵便物仕分〉

〈文書校正〉　

〈給与計算〉　

★本誌では通常「障害」と表記しますが、この記事ではDIC グループ様で用いられている「障がい」としています

ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
幕
張
版（
M
W
S
）の

企
業
に
お
け
る
活
用
事
例

〜
Ｄ
Ｉ
Ｃ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
業
務
サ
ポ
ー
ト
部
に
お
け
る
人
材
育
成
の
取
組
み
〜

１
は
じ
め
に

２
Ｄ
Ｉ
Ｃ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
業
務

サ
ポ
ー
ト
部
の
人
材
育
成
の
取
組
み
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時
に
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
守
ら
な
い
と
い
っ
た
、

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
基
礎
が
な
い
点
に
あ
る
と
考

え
た
た
め
、
文
書
入
力
課
題
を
一
旦
中
止
し
、
市
販

の
タ
イ
ピ
ン
グ
ソ
フ
ト
に
よ
る
基
礎
練
習
に
切
り
替

え
た
。

・
タ
イ
ピ
ン
グ
が
安
定
し
た
後
は
、
１
日
3
ブ
ロ
ッ
ク

〜
4
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
文
書
入
力
課
題
を
再
び
開
始

し
た
が
、
前
日
よ
り
記
録
が
落
ち
た
場
面
で
は
、
悔

し
そ
う
に
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
た
め
、
作
業
結
果

の
グ
ラ
フ
を
本
人
と
一
緒
に
確
認
し
て
、
短
期
的
な

ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ
っ
て
も
、
長
期
的
に
は
精
度
や

ス
ピ
ー
ド
が
確
実
に
伸
び
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
、

本
人
が
成
長
し
て
い
る
実
感
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
感
情
的
に
な
る
と
仕
事
の
成
果
は
上
が
ら
な

い
た
め
、
平
常
心
で
落
ち
着
い
て
取
り
組
む
よ
う
指

導
す
る
と
と
も
に
、
目
標
（
作
業
時
間
、
正
答
率
）

を
具
体
的
数
値
で
表
す
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

・
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

時
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、
自
分
の
予
定
の
チ
ェ
ッ

ク
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
業
務
の
優
先
順
位

の
判
断
に
は
、
ま
だ
指
導
が
必
要
で
あ
っ
た
。

〇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
３
カ
月
目
〜
６
カ
月
目
の
状
況

・
ス
ピ
ー
ド
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
正

答
率
が
安
定
し
な

く
な
っ
た
た
め
、

時
間
よ
り
正
確
性

が
重
視
さ
れ
る
こ

と
を
、
請
求
書
作

〇
対
象
と
な
っ
た
社
員
の
特
徴
や
課
題

・
特
別
支
援
学
校
で
の
学
習
成
果
に
よ
り
、
勤
怠
の
安

定
、
体
調
管
理
、
身
だ
し
な
み
、
あ
い
さ
つ
、
言
葉

づ
か
い
等
の
職
業
準
備
性
は
問
題
な
い
。

・
担
当
業
務
に
関
し
て
、
指
示
理
解
、
正
確
性
、
作
業

ス
ピ
ー
ド
、
持
続
力
と
も
問
題
な
い
。
作
業
意
欲
が

強
く
、
新
し
い
業
務
、
レ
ベ
ル
の
高
い
業
務
に
積
極

的
に
取
り
組
む
姿
勢
が
あ
る
。

・
明
朗
な
性
格
で
他
者
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
持
ち
、
他
の
社
員

と
友
好
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。

・
責
任
感
が
強
い
反
面
、
作
業
の
成
否
を
気
に
し
す
ぎ

て
、
本
来
の
能
力
を
発
揮
で
き
な
い
と
き
が
あ
る
。

〇
M
W
S
を
活
用
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
内
容

・
作
業
課
題
：
文
書
入
力
課
題

・
作
業
目
標
：
M
W
S
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
一
般
参
考
値
20
歳
代
の
50
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
の
数

値
を
達
成
目
標
と
す
る
。

〇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し
て
達
成
し
た
い
人
物
像

・
作
業
の
成
否
を
気
に
し
す
ぎ
な
い
よ
う
、
落
ち
つ
い

て
作
業
に
取
り
組
む
。

・
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
高
め
、
作
業
の
優

先
順
を
自
ら
判
断
し
、
最
適
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
。

・
予
定
表
を
見
て
ほ
か
の
業
務
と
の
兼
ね
合
い
を
自
分

で
判
断
し
、
結
果
を
上
長
に
報
告
・
確
認
し
た
う
え

で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
む
。

〇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
始
か
ら
3
カ
月
間
の
状
況

・
開
始
当
初
は
、
正
答
率
が
安
定
せ
ず
正
確
性
が
課
題

と
な
っ
た
。
入
力
ミ
ス
の
原
因
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ

成
等
の
会
社
で
発
生
す
る
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に

指
導
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
の
入
力

が
崩
れ
て
き
た
た
め
指
導
を
行
っ
た
。
結
果
、
正
答

率
は
1
0
0
％
で
安
定
し
て
き
た
た
め
、
次
は
正
答

率
を
重
視
し
た
う
え
で
の
作
業
ス
ピ
ー
ド
の
向
上
を

目
標
に
し
た
。

・
セ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
業
務
の
優
先

順
位
の
判
断
は
概お

お
む

ね
問
題
な
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、自
分
の
判
断
結
果
を
上
長
に
適
切
に
報
告
・

確
認
が
で
き
る
こ
と
（
報
告
内
容
が
若
干
長
い
と
き

が
あ
る
）
が
目
標
と
な
っ
た
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｃ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
業
務
サ
ポ
ー
ト
部
の

担
当
者
の
方
よ
り
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
「
M
W
S
の
Ｏ
Ａ
作
業
を
中
心
に
活
用
し
て
い
ま
す

が
、
M
W
S
は
一
般
参
考
値
が
あ
る
た
め
、
本
人
の
目

標
を
具
体
的
に
考
え
ら
れ
る
点
が
よ
い
で
す
。
ま
た
、

社
内
全
体
に
障
が
い
者
雇
用
へ
の
理
解
や
、
雇
用
し
た

障
が
い
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
職
域
拡
大
の
理
解
を

浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
雇
用
し
た
障
が
い
者
が

『
ど
の
よ
う
な
能
力
を
持
っ
て
い
る
か
』
を
、
こ
の
よ

う
な
具
体
的
な
指
標
も
用
い
て
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が

有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
M
W
S
は
、
そ
の
た
め
に
も
よ

い
ツ
ー
ル
で
す
し
、
企
業
で
も
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
だ

と
考
え
ま
す
。」

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社
業

務
サ
ポ
ー
ト
部
で
は
、
M
W
S
と
そ
の
支
援
理
論
を
効

果
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

仕事の予定を確認する予定表

※ワークサンプル幕張版（MWS）新規課題の開発に関する詳細は、「調査研究報告書No.145」をご覧ください
　 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/report/houkoku/houkoku145.html　
◇お問合せ先：研究企画部 企画調整室（TEL：043-297-9067　E-mail：kikakubu@jeed.go.jp）

３
お
わ
り
に
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た
。
農
業
を
通
じ
て
障
害
者
が
活
躍
で
き
る
場
を
生
み

出
す
「
農
福
連
携
」
の
実
現
を
目
ざ
す
。

　

安
曇
野
み
ら
い
農
園
は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業

所
と
し
て
初
年
度
に
障
害
者
を
10
人
、
３
年
目
で
20
人

雇
用
す
る
計
画
。
約
３
ha
の
耕
作
放
棄
地
を
活
用
し
、

ニ
ン
ジ
ン
と
タ
マ
ネ
ギ
を
栽
培
。
収
穫
物
は
カ
ッ
ト
野

菜
に
加
工
し
て
総
菜
会
社
な
ど
に
販
売
す
る
。
今
秋
以

降
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
「
陸
ワ
サ
ビ
」の
栽
培
も
始
め
、

地
元
の
大
手
加
工
メ
ー
カ
ー
に
販
売
予
定
。

　

障
害
者
の
就
労
・
生
活
支
援
に
30
年
か
か
わ
っ
て
き

た
精
神
保
健
福
祉
士
の
北き

た

岡お
か

祐ゆ
う

子こ

さ
ん
が
『
仕
事
だ
い

じ
ょ
う
ぶ
の
本
ー
職
場
の
人
と
安
心
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ
レ
ッ
ス
ン
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』（
ペ
ン
コ

ム
刊
）
を
出
版
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
就
労
移
行
支
援
事
業
所
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

な
ど
で
行
っ
て
き
た
実
例
を
も
と
に
、職
場
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
安
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
の
技
法
を
使
っ
て
解
決
し
て
い
く

レ
ッ
ス
ン
本
。
職
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ツ
や
、
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
る
伝
え
方

な
ど
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
ざ
し
、「
困
っ
た
場
面
」

↓
「
対
処
方
法
」
を
実
例
で
具
体
的
に
解
説
。
声
に
出

し
て
読
む
こ
と
で
、
一
緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る
よ
う
に
練
習
で
き
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

Ｂ
５
判
１
２
８
ペ
ー
ジ
、
１
９
８
０
円
（
税
込
）

　
「
公
益
財
団
法
人
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」（
中

央
区
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い

う
呼
び
方
を
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
に
統
一
す
る
。「
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
福
祉
や
リ
ハ
ビ
リ

の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
よ
り

競
技
性
が
高
く
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
将
来
性
を
表
現
す
る
た
め
、
一
般
の

認
知
が
広
が
っ
て
き
た
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
を
使
う
こ

と
に
決
め
た
。
日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
名
称

に
つ
い
て
は
今
後
、
一
般
か
ら
意
見
を
募
る
な
ど
し
た

う
え
で
変
更
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
ほ
か
、

日
本
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
２
０
３
０
年
ま
で
の

戦
略
計
画
も
策
定
さ
れ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手

を
発
掘
す
る
専
門
チ
ー
ム
の
設
置
や
、
全
国
の
75
％
以

上
の
学
校
で
特
別
な
パ
ラ
教
育
を
進
め
る
予
定
。

　

Ｊ
Ｒ
や
大
手
私
鉄
な
ど
を
含
む
全
国
１
２
３
社
の
鉄

道
会
社
で
、
障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」

が
導
入
さ
れ
、
障
害
者
手
帳
の
代
わ
り
に
利
用
可
能
と

な
っ
た
。

　
「
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
」
は
、「
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
ロ
」（
大

阪
府
大
阪
市
）
が
提
供
す
る
障
害
者
手
帳
の
所
有
者
を

対
象
と
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
。
障
害
者

手
帳
の
情
報
、
福
祉
機
器
の
仕
様
、
求
め
る
サ
ポ
ー
ト

の
内
容
な
ど
を
登
録
で
き
る
。
公
共
機
関
や
商
業
施
設

な
ど
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
本
人
確
認
書
類
と
し
て
認
め
て

い
る
事
業
者
に
お
い
て
、
障
害
者
手
帳
の
代
わ
り
に
提

示
す
る
と
割
引
き
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
。利
用
者
に
と
っ

て
は
、
手
帳
を
か
ば
ん
か
ら
取
り
出
す
な
ど
の
手
間
が

省
け
、
紛
失
の
リ
ス
ク
も
軽
減
で
き
る
。

　

障
害
者
が
つ
く
っ
た
藍あ

い

染ぞ

め
・
刺
し
子
・
織
り
製
品

を
販
売
す
る
、「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
藍
」の
出
張
所「
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
藍
S
H
O
P
」が
、

世
田
谷
区
の
下
北
沢
駅
近
く
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

運
営
す
る
「
社
会
福
祉
法
人
藍
」（
世
田
谷
区
）
は

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年
に
藍
染
め
工
房
を
設
立
し
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
運
営
。
藍
染
め
工

房
に
は
約
30
人
の
利
用
者
が
通
い
、
ス
ト
ー
ル
、
ハ
ン

カ
チ
、
ポ
ー
チ
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
る
。
約
19
㎡
の
店
内

に
は
、
若
者
向
け
に
つ
く
っ
た
ワ
ン
ピ
ー
ス
や
ワ
イ
シ
ャ

ツ
な
ど
70
種
類
以
上
の
商
品
が
並
ぶ
。

　

営
業
時
間
は
月
〜
木
曜
日
が
12
時
〜
19
時
、
金
〜
日

曜
日
・
祝
日
が
12
時
〜
17
時
。

http://w
w
w
.aikobo.or.jp/factory.htm

l

　

ソ
バ
栽
培
を
手
が
け
る「
株
式
会
社
か
ま
く
ら
や
」（
松

本
市
）は
、農
業
分
野
で
障
害
者
を
雇
用
す
る
子
会
社「
株

式
会
社
安あ

曇ず
み

野の

み
ら
い
農
園
」（
安
曇
野
市
）
を
設
立
し

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
名
称
を
統
一

「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
」
に

東京

障
害
者
の
藍
染
め
工
房
の
直
営
店

東京

ソ
バ
栽
培
で
「
農
福
連
携
」

長野

「
障
害
者
手
帳
ア
プ
リ
」
全
国
の
鉄
道
で

大阪

本
紹
介

『
仕
事
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
の
本
ー
職
場
の
人
と
安
心
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
Ｓ
Ｓ
Ｔ
レ
ッ
ス
ン
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

生
活
情
報

働
く
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編
集
委
員
の
ひ
と
こ
と

ミ

ニ

コ

ラ

ム

第
２
回

施
設
名
に
人
生
の
原
点
、
福
祉
の
心

岡
山
障
害
者
文
化
芸
術
協
会
代
表
理
事

阪
本
文
雄

※
今
号
の
「
編
集
委
員
が
行
く
」

（
20
〜
25
ペ
ー
ジ
）
も
阪
本
委
員

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

働く広場  2021.6

　

社
会
福
祉
法
人
の
名
称
の
付
け
方
が
変
わ
っ
て
い
る
。

　
「
共
生
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
」（
滋
賀
県
）、「
巣
立
ち
の
杜も

り

」（
群
馬
県
）、「
オ
リ
ー
ブ
の

樹
」（
千
葉
県
）、「
さ
く
ら
の
花
」（
岐
阜
県
）、「
こ
こ
ろ
ん
」（
福
島
県
）。

　

人
は
ど
う
生
き
る
の
か
、を
問
い
か
け
、樹
木
や
咲
く
花
の
よ
う
に
平
和
を
愛
し
、

美
し
く
、
強
く
、
大
き
な
心
を
目
ざ
し
、
社
会
に
呼
び
か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
さ

せ
る
。

　

就
労
支
援
事
業
所
の
名
称
で
は
「BeSm

ile

」（
福
岡
県
）、「
と
わ・え・も
あ
」（
福

岡
県
）、「
ひ
ま
わ
り
畑
」（
大
分
県
）、「
Ｉ
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
堂
」（
鹿
児
島
県
）、「
エ
コ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
未
来
」（
愛
媛
県
）、「
ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
北
之
庄
事
業
所
」（
奈
良
県
）、

「
ピ
ュ
ア
ハ
ー
ト
」（
愛
知
県
）、「
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」（
千
葉
県
）、「
一
歩
」（
岩
手
県
）。

　

生
き
て
い
く
う
え
で
大
事
な
も
の
は
な
に
か
、環
境
志
向
、生
き
方
を
変
え
よ
う
、

こ
こ
ろ
は
、
希
望
は
、
足
元
は
、
人
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
目
ざ
す
も
の
を
指
し

示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

い
や
、
そ
ん
な
へ
理
屈
で
は
な
く
、
ラ
イ
ト
に
、
フ
ラ
ッ
ト
に
、
自
由
に
考
え
、

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
決
め
た
か
も
し
れ
な
い
。
片
意
地
張
ら
な
い
と
こ

ろ
が
い
い
。

　

さ
り
げ
な
く
、
大
事
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
。

　

福
祉
は
人
が
人
を
ケ
ア
す
る
仕
事
で
あ
る
。
就
労
へ
向
け
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
、

支
援
に
よ
っ
て
は
対
象
と
な
る
子
ど
も
、
成
人
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、ケ
ア
は
創
造
的
な
仕
事
で
あ
り
、専
門
的
な
知
見
も
求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
を
励
ま
す
こ
と
も
大
事
に
な
る
。
未
来
、
希
望
、
笑
顔
は

そ
の
た
め
に
あ
る
。

　

人
と
し
て
生
き
る
の
に
、
な
に
が
大
事
な
の
か
を
掲
げ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、
福
祉
の
大
き
な
役
割
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

表
現
は
今
風
に
な
り
、
就
労
支
援
事
業
所
な
ど
に
は
経
営
主
体
と
し
て
は
株
式

会
社
、合
同
会
社
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、一
般
社
団
法
人
な
ど
の
新
規
参
入
が
認
め
ら
れ
た
。

経
営
力
、
労
働
効
率
、
事
業
の
継
続
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
原
点
は
福
祉
マ
イ
ン
ド

で
あ
り
、
そ
れ
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

就労支援機器のページ 検索

障害のある社員の就労環境を支援する
機器やソフトをご紹介します！就労支援機器紹介シリーズ 第3回

ソノヴァ・ジャパン株式会社（TEL：0120-06-4079）まで

ソノヴァ・ジャパン株式会社の『ロジャーシリーズ』

製品のお問合せ

製 品 説 明

・ロジャーシリーズは、ほぼすべての補聴器・人工内耳に利用でき、言葉の聞き取
りがむずかしい環境でも、よりクリアな「聞こえ」を可能とするデジタルワイヤ
レス補聴援助システムです

・話し手の声を送信機（ワイヤレスマイクロホン）が集音し、聞き手の受信機まで
送信します

・デジタル無線方式で高音質の音声を届けるだけではなく、独自のテクノロジーで
騒音を効果的にカットします

　※ロジャーシリーズは用途に合わせてさまざまな製品があります。
　　詳細はホームページでご確認ください
　　https://www.phonak.com/jp/ja.html

騒音下や離れた距離での聴覚パフォーマンスを向上

聴覚障害者向け

会議に最適！
ロジャー テーブルマイクⅡ
173,800円（税込）

セレクト機能付き
ロジャー セレクト
140,800円（税込）

当機構では障害者を雇用している ・雇用しようとしている企業に 『 ロジャーシリーズ 』を無料で貸し出しております！
詳細は、独立行政法人高齢・ 障害・求職者雇用支援機構　中央障害者雇用情報センター （TEL：03-5638-2792）まで、
またはホームページをご確認ください（https://www.kiki.jeed.go.jp）。
※ 14ページでも就労支援機器についてご案内しています。あわせてご覧ください

31



働く広場  2021.6

●
こ
の
人
を
訪
ね
て

福
祉
を
軸
と
し
た
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
立
案
・

開
発
な
ど
を
行
う
株
式
会
社
ヘ
ラ
ル
ボ
ニ
ー
代
表
取

締
役
社
長
の
松
田
崇
弥
さ
ん
に
、
障
害
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
育
成
な
ど
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
す
。

●
職
場
ル
ポ

リ
ク
ル
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
、
株
式

会
社
リ
ク
ル
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
サ
ポ
ー
ト
（
東
京
都
）

を
取
材
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
障
害
の
あ
る
方

が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

●
グ
ラ
ビ
ア

サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
東

京
都
）
の
東
京
北
支
店
を
取
材
。
お
も
に
倉
庫
で
の

ピ
ッ
キ
ン
グ
業
務
な
ど
を
行
う
障
害
の
あ
る
社
員
の

活
躍
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●  

編
集
委
員
と
行
く

朝
日
雅
也
編
集
委
員
が
、
「
編
集
委
員
と
行
く
」

と
題
し
、
障
害
の
あ
る
方
と
と
も
に
、
埼
玉
県
の
就

労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
取
材
。
越
谷
市
障
害
者
就

労
支
援
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
ク
リ
タ
エ
イ
ム
デ
リ

カ
な
ど
を
訪
問
し
ま
す
。

次
号
予
告

編 集 委 員
（五十音順）
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◆インターネットでのお申し込み

◆お電話、FAXでのお申し込み

検索富士山マガジンサービス

本 誌 購 入 方 法

TEL 03-5484-8821
FAX 03-5484-8822

掲示板

　職業リハビリテーション研究・実践発表会は、職業リハビリテー
ションに関する研究成果、実践報告の発表のほか、特別講演、パ
ネルディスカッションなどを行うもので、毎年１回開催していま
す。昨年は、新型コロナウイルス感染症の対策として、障害者職
業総合センター（NIVR）ホームページに動画などを掲載して開催
しました（https://www.nivr.jeed.go.jp/vr/news/28kaisai.html）。
　今年度の発表会は、令和３年 11月９日（火）、11月 10日（水）
の２日間、東京都江東区有明の東京ビッグサイトで開催する予定
です。発表者は５月末頃から募集します。詳細は障害者職業総合
センター研究部門ホームページをご覧ください。　
　なお、当日の参加者については、８月末頃にホームページなどで募集する予定です。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、変更する場合があります。

（発表者募集のお知らせ）
第29回職業リハビリテーション研究・実践発表会

検索障害者職業総合センター

雇用管理や人材育成の「いま」・「これから」を考える人事労務担当の方　ぜひご覧ください！

メールマガジン好評配信中！ 
詳しくは JEED メールマガジン 検索

※カメラで読み取ったリンク先が
https://www.jeed.go.jp/general/merumaga/index.html
であることを確認のうえアクセスしてください。
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研　修 日　程 場　所

職場適応援助者養成研修

【対象】  訪問型・企業在籍型職場適応援助者（ジョブ
コーチ）としての援助を行う予定の方など

【内容】   ジョブコーチの役割、作業指導の実際、ケー
スから学ぶジョブコーチ支援の実際、職場に
おける雇用管理の実際、支援記録の作成など 
（集合研修 4日＋地域障害者職業センターで
の実技研修 4日程度）

※対象地域は以下のとおりです
　東日本：北海道、東北、関東甲信越、静岡、富山
　西日本：東海（静岡を除く）、北陸（富山を除く）、
                      近畿、中国、四国、九州、沖縄

9月期
東日本対象：令和3年9月14日(火)～9月17日(金) 千葉県千葉市

西日本対象：令和3年9月14日(火)～9月17日(金) 大阪府内

10月期
全国対象：令和3年10月26日(火)～10月29日(金) 千葉県千葉市

12月期
東日本対象：令和3年12月14日(火)～12月17日(金) 千葉県千葉市

西日本対象：令和3年12月14日(火)～12月17日(金) 大阪府内

2月期
全国対象：令和4年2月15日(火)～2月18日(金) 千葉県千葉市

職場適応援助者支援スキル向上研修

【対象】ジョブコーチとして 1年以上の実務経験のあ
る訪問型・企業在籍型職場適応援助者の方

【内容】精神・発達障害者のアセスメントや支援方
法、アンガーコントロール支援、意見交換、
ケーススタディなど

＜第2回＞
令和3年8月3日(火)～8月6日(金) 大阪府大阪市

＜第3回＞
令和3年10月12日(火)～10月15日(金) 千葉県千葉市

＜第4回＞
令和4年2月1日(火)～2月4日(金) 大阪府大阪市

ジョブコーチの
養成・スキル向上研修のご案内

ジョブコーチの養成・スキル向上研修

当機構では、職場適応援助者（ジョブコーチ）に必要となる専門的知識および支援技術を修得するための
「職場適応援助者養成研修」、 「職場適応援助者支援スキル向上研修」を実施しています。
各研修の詳細・お申込み先などは、右記のQRコードなどから当機構のホームページ（https://www.

jeed.go.jp/disability/supporter/supporter04.html）にアクセスいただき、サイト内検索（各研
修名で検索）でご確認ください。みなさまの受講を心よりお待ちしています。

◆訪問型職場適応援助者養成研修    
    （年 7回）※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

◆企業在籍型職場適応援助者養成研修    
    （年 7回） ※うち４回は東日本と西日本に分けて実施

◆訪問型職場適応援助者支援スキル向上研修   
    （年４回）

◆企業在籍型職場適応援助者支援スキル向上研修   
    （年４回） 

感染症対策を行い研修を開催しています

ステップ１　入門編・実践編 ステップ2　スキルアップ編

職場適応援助者養成研修 職場適応援助者支援スキル向上研修

※申込期間終了分を除く

＜お問合せ先＞　
（千葉県で実施する研修）職業リハビリテーション部 研修課　TEL：043-297-9095　E-mail：stgrp@jeed.go.jp
（大阪府で実施する研修）大阪障害者職業センター　TEL：06-6261-5215　 E-mail：osaka-ctr02@jeed.go.jp　

※職場適応援助者として1年以上の実務経験のある方が対象となります
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